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環境週間6月5日～11日

”
飲
ん
で
も
捨
て
る
な
”
空
き
缶

　
　
　
　
　
　
　
　
貴
重
な
資
源
の
無
駄
遣
い

　
六
月
五
日
か
ら
一
週
間
は
「
環
境

週
間
」
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
人
間
が
健
康
で
快
適

な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
き
れ
い

な
空
気
や
水
な
ど
の
自
然
を
は
じ
め

と
す
る
豊
か
な
環
境
が
不
可
欠
で
す
。

　
道
路
わ
き
に
投
げ
捨
て
ら
れ
た
ジ

ュ
ー
ス
や
コ
ー
ラ
の
空
缶
で
沿
線
の

住
民
は
非
常
に
迷
惑
を
し
て
い
ま
す
。

美
し
い
町
の
自
然
を
損
う
ば
か
り
か

大
き
な
資
源
の
無
駄
遣
い
と
な
り
ま

す
。　
ア
ル
ミ
缶
の
再
生
は
、
新
た
に
地

金
を
製
造
す
る
時
に
比
べ
て
歯
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
す
む
の
で
す
。

　
貴
重
な
空
缶
資
源
の
ポ
イ
捨
て
を

や
め
て
、
環
境
美
化
に
務
め
ま
し
ょ

う
。

壷き

缶
は

　
費
嶺
柔
．
、

　
て
＆
う
へ

ね
！
　
ら
蘇

εθ

昭和57年6月5日川1”””瓢”“””1

3日・17日＝木曜〈浦田出張日＞

o曽根8：40一→小川屋商店8：43一浦田診療所

○中立山9：00一→田麦立9：05一→坂中9：10一→月池9：13

　一→豊田9＝18一→浦田診療所

7日・21日二月曜日〈浦田一→松之山診療所＞

o中立山9：00一田麦立9二〇5一→坂中9：10一→月池9：13

　一→豊田9：18一一→若月商店9：20一→亀屋商店9：23一→

小川屋商店9：25　曽根9：28一→松之山診療所

グ
ラ
ッ
と
黛
ら

■浦田地区

■東川地区

　10日・24日＝木曜日〈東川出張日＞

　14日・28日＝月曜日〈東川地区一→松之山診療所＞

　o赤倉8：40一→坪野8：42一→五十子平8＝45一→診療所

　○上蝦池8：55一→診療所

　○中尾9：05一→藤倉9：10一→診療所

■三省地区

2日・9日・16日・23日・30日二水曜日〈三省地区一→

松之山診療所〉

○水梨8：40一→大荒戸8：50一→診療所

■松口地区

　4日・11日・18日・25日＝金曜日〈松口地区一→松之山

診療所＞

　○松口8：40一→診療所

　
　
す
ぐ
消
火

”
地
震
・
雷
・
火
事
・
お
や
じ
”
あ

る
日
突
然
、
何
の
予
告
も
な
し
に

襲
っ
て
く
る
地
震
の
恐
ろ
し
さ
は
、

昔
も
今
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
地
震
の
発
生

そ
の
も
の
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
被
害
を
最
少
限
に
く
い

と
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　
地
震
に
備
え
て
、
い
つ
起
き
て

も
あ
わ
て
ず
行
動
で
き
る
よ
う
に
、

各
人
の
分
担
や
避
難
場
所
、
連
絡

方
法
な
ど
を
家
族
で
話
し
合
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
地
震
で
も
っ
と
も
恐
ろ
し
い
の

は
、
地
震
そ
の
も
の
よ
り
も
む
し

ろ
地
震
に
伴
っ
て
発
生
し
た
火
災

が
広
が
る
場
合
で
す
。
地
震
が
起

こ
っ
た
ら
冷
静
な
判
断
の
も
と
に

的
確
な
行
動
を
と
り
、
出
火
防
止

に
務
め
ま
し
ょ
う
。

■
地
震
を
感
じ
た
ら

○
す
ば
や
く
火
の
始
末
を
す
る
，

○
あ
わ
て
て
戸
外
に
飛
び
出
さ
ず
、

　
ま
ず
丈
夫
な
家
具
な
ど
に
身
を

寄
せ
る
。

○
火
が
出
た
ら
ま
ず
消
火
。

○
避
難
は
徒
歩
で
、
持
物
は
最
少

限
に
。

戸
籍
の
明
暗

　
　
　
　
　
　
五
麹

■
新
婚
さ
ん

爺）

■
う
ぶ
声

　
　
　
こ
う

島
田
　
昂
（
天
水
島
・

■
お
く
や
み

一
の
二
男
）

小
野
塚
タ
ケ
㈹
歳
（
下
蝦
池
・
新
宅
）

保
坂
　
ヒ
サ
㈹
歳
（
北
浦
田
・
干
場
）

樋
口
　
武
夫
㈹
歳
（
兎
口
・
南
）

和
久
井
タ
マ
ノ
㈲
歳
（
小
谷
・
中
屋
）

身
体
障
害
者

鉄
道
割
引
の

　
　
　
　
　
p
取
扱
変
わ
る

　
身
体
障
害
者
に
対
す
る
国
鉄
等
の

旅
客
運
賃
の
割
引
は
、
昭
和
五
十
七

年
四
月
二
十
日
か
ら
身
体
障
害
者
旅

客
運
賃
割
引
規
則
の
改
正
に
よ
り
従

来
の
割
引
証
が
廃
止
に
な
り
、
割
引

乗
車
券
の
購
入
は
、
駅
の
発
売
窓
口

に
身
体
障
害
者
手
帳
を
呈
示
す
る
だ

け
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

No．77

／10

鎌

1982

鰯

愛の血液助け合い運動月間
～31日7月1日

献血者が減少し、血液が不足がちになる夏期に献血思想の普及を図るため、昭和45年

から7月をこの月間としています。

□発行　新潟県　松之山町　口編集　議会事務局世帯1，374戸女2，511人男2，389人

7月1日現在
人口4，900人
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般会計予算
議会6月定例会

8，381万円追加補正

特
定
分
収
林
事
業
ス
タ
ー
ト

湯
沢
駅
前
に
駐
車
場
用
地
買
収

　
昭
和
五
十
七
年
第
四
回
町
議
会
定

例
会
が
六
月
二
十
三
日
開
か
れ
、
昭

和
五
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

で
、
湯
沢
駅
前
の
駐
車
場
用
地
買
収

費
、
特
定
分
収
林
事
業
費
な
ど
を
追

加
、
特
別
職
の
給
与
引
上
げ
、
農
業

共
済
事
業
決
算
の
認
定
等
、
十
五
議

案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
豪
雪
対
策
、
、
公

共
建
設
事
業
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、

二
議
員
さ
ん
が
町
側
の
考
え
を
た
だ

し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
八
、
三
八
一
万
二
千
円
を
追
加
し

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
二
十
二
億

五
、
四
四
四
万
四
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
歳
入
（
補
正
額
）

地
方
交
付
税

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

繰
入
金

繰
越
金

諸
収
入
町
債

△

二
、
○
○
○
万
円

一
、
七
六
八
万
円

　
九
八
六
万
円

二
、
○
○
○
万
円

二
、
六
〇
〇
万
円

　
七
四
三
万
円

　
、
八
二
〇
万
円

◎
歳
出
（
補
正
額
）

議
会
費

総
務
費
　
　
　
二
、

四
〇
八
万
円

三
一
六
万
円

民
生
費

衛
生
費

農
林
水
産
費

商
工
費

土
木
費

消
防
費

教
育
費

災
害
復
旧
費

予
備
費

△

二二五

　
　
八
わ
円

　
　
、
．
、
万
円

一
四
六
万
円

一
七
五
万
円

六
九
九
万
円

　
六
〇
万
円

八
五
二
万
円

　
九
五
万
円

　
一
九
万
円

◎
減
額
し
た
も
の

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
（
補
助
事
業
外

れ
る
）
購
入
費
△
二
、
六
四
五
万
円

特
別
職
の

　
　
　
　
給
与
ア
ッ
プ

　
　
町
長
四
四
万
八
千
円

町
の
．
．
．
役
、
教
育
長
の
給
与
と
議

員
な
ど
非
常
勤
者
の
報
酬
が
四
月
に

さ
か
の
ぼ
り
引
L
げ
ら
れ
ま
し
た
。

町
長

助
役

収
入
役

教
育
長

議
会
議
長

副
議
長

常
任
委
員
長

昭和57年7月10日随””Illl”””””1

議
　
員

四
四
八
、
○
○
○
円

（
四
、
九
、
○
○
○
円
）

、
。
、
丘
六
、
○
○
○
円

（
↓
．
、
．
、
一
。
瓦
、
O
O
O
円
）

．
．
、
．
、
．
八
、
○
○
○
円

（
．
．
．
一
し
、
○
○
○
円
）

　
　
．
．
．
、
O
O
O
円

（
二
九
．
．
、
、
O
O
O
円
）

　
一
三
七
、
○
○
○
円

（
、
．
』
六
、
○
○
○
円
）

　

一
〇
、
○
○
○
円

（
　
九
八
、
○
○
○
円
）

　
一
〇
二
、
○
○
○
円

（
　
九
、
↓
、
○
○
○
円
）

　
九
九
、
○
○
○
円

　
八
八
、
○
○
○
円
）

月
額
で
O
ー
旧

昭和57年度
一般会計
補正予算の主な使いみち

◆議会費

報酬（議員の報酬引上げ）・・………………・…248万円

広報印刷費………………一・………・……一9・…70万円

◆総務費

給料（特別職給料引上げ）………………・・9－85万円

職員研修費補助金…………一…・一…………300万円
冬期孤立集落管理棟（車庫）建築工事費増…300万円
湯沢駅前駐車場用地買収・……………一・…2，350万円

◆民生費

産休代替職員賃金………・………・・……………・58万円

ほくら園補助金増…・…………一・……………・16万円

◆農林水産費

農工団地案内看板、パンフ印刷………………・65万円
大厳寺牧場内道路生コン舗装……………・・…・91万円

牧場整備重機借上料…………・……9一………・20万円
種雄牛購入費・………………9…………・………　180万円

自然休養村野外緑地広場取付道路舗装・………30万円
　　　　　〃　　　　　安全施設工事…・……71万円

　　　　　〃　　　　バーベキュー施設修繕28万円
大厳寺直売所、水道、排水管修繕……………285万円

水田利用再編対策モデル団地補助金…………・45万円
振動障害対策、造林地保育対策事業…………271万円
特定分収林事業………・………・・……………一80万円

大厳寺高原グランド整地……一……・…・……260万円
　〃　町単テニスコート2面………………1，300万円

　〃　キヤンプ用テント10張、遊具購入…・…80万円

L之山農道工事（L－200m）………………2，099万円
◆商工費

クズカゴ、ベンチ備品購入………・……一・・…21万円

浦田温泉堀削事業（温．泉掘削工事〉費増………350万円

　　　〃　　　取付道路…・9・…………・……20万円
スキー場建設事業賃金（測量人夫、臨時雇）　168万円

　　　〃　　　図面作成（予分の1〉…一26万円
　　　〃　　　測量委託…・……………・・…510万円

　　　〃　　　　ゲレンデ造成重機借上……205万円

　　　〃　　　暗渠排水工事………………100万円
◆土木費

道路修繕（L蝦池、小谷、湯本、北浦田）…250万円
町道松口地内地質調査一……………・・………2411∫円

町営住宅駐車場防護棚・一……………・………55万円
◆消防費

積載車4輪駆動車に変更（2台）…………一60万円
◆教育費

松之山中体育館床張替工事増………一・………　443万円

教員住宅改修工事……………・…………一・…230万円
鏡ケ池暗渠排水工事………………・・…・・………50万円

移動公民館（自動車）購入費増………・………46万円
◆災害復旧費

町道災害復旧（松口、大荒戸）…………・・…・・90万円

3】1“1”1””””1””ll”1”III””1”1”lll”1””ll””””1111”””””””1””ll”1”II””111111111111”””II”i”””1”“IIII””II“”lllII”IIII”1”広報まつのやまNα77

7　　警
6月定例識会（6月23日）

．
灘
雛
灘
、

昭
和
56
年
度
農
業
共
済
決
算

　
　
　
　
　
n
総
事
業
三
、
八
三
六
万
円
“

　
農
業
を
守
る
完
全
補
償
運
動
推
進

に
ち
な
み
適
正
な
引
受
け
と
共
済
金

額
の
高
額
選
択
に
よ
り
災
害
時
の
完

全
補
償
（
保
障
）
を
す
べ
く
、
防
除

機
貸
付
け
、
畜
舎
、
蚕
舎
等
の
消
毒

家
畜
損
防
事
業
等
行
う
な
か
で
、
共

済
事
業
の
普
及
推
進
に
あ
た
っ
て
き

た
。　
稲
作
は
、
豪
雪
で
一
週
間
か
ら
十

日
程
植
え
付
け
が
お
ぐ
れ
た
う
え
、

全
般
的
に
低
温
、
小
照
に
推
移
し
、

穂
数
と
も
少
な
く
登
熟
割
合
も
不
良

で
作
況
指
数
九
二
％
の
不
良
の
作
柄

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

◎
決
算
額

農
作
物
　
八
、
一
〇
一
、
一
〇
八
円

蚕
繭
　
　
二
八
、
八
一
〇
円

家
畜
三
、
七
一
三
、
八
二
〇
円

業
務
二
六
、
五
二
二
、
三
七
五
円

合
　
計
三
八
、
三
六
六
、
　
一
二
二
円

◎
水
稲
共
済

　
▽
加
入
者
　
　
　
一
、
一
一
八
人

　
▽
引
受
面
積
　
六
八
、
八
九
二
召

　
▽
共
済
掛
金
五
、
二
一
二
八
、
三
二
円

　
被
害

　
▽
戸
数
　
　
　
　
　
　
　
六
七
戸

　
▽
面
積
　
　
　
　
四
五
七
4

　
▽
支
払
金
一
、
○
八
九
、
四
五
二
円

◎
蚕
繭
共
済

　
▽
加
入
者
　
　
　
　
　
四
人

　
▽
引
受
箱
数
　
　
　
　
　
二
六
箱

　
▽
共
済
掛
金
　
一
九
、
五
五
六
円

◎
家
畜
共
済

　
▽
引
受
頭
数
　
　
　
　
三
五
六
頭

　
▽
共
済
掛
金
一
、
八
五
一
、
五
六
七
円

　
死
廃
事
故

　
▽
死
亡
　
　
　
　
　
　
三
頭

　
▽
廃
用
　
　
　
　
　
三
頭

　
▽
支
払
金
一
、
二
九
、
〇
九
三
円

　
病
傷
事
故

　
▽
件
数
　
　
　
　
　
　
二
一
二
件

　
▽
支
払
金
　
七
四
三
、
一
六
〇
円

　　一審議可決したおもな事項一

◎昭和56年度一般会計補正予算（第9回）
　1，530万円減額し総額22億8，927万5千円とする。

◎昭和56年度国保特別会計補正予算（第4回）
　179万円減額し総額3億8，397万5千円とする。

◎昭和56年度農業共済事業決算の認定。

　総決算額38，366，113円。

◎昭和57年度一般会計補正予算（第1回）
　8，381万2千円追加し総額22億5，444万4千円とする。

◎昭和57年度国保特別会計補正予算（第1回）
　203万円を追加し総額3，0997万1千円とする。

◎特別職の給与に関する条例の一部改正。
　3役の給与を57年4月から平均6。6％引き上げ。

◎教育委員会教育長の給与に関する条例の一部改正。
　教育長の給与を57年4月から6。83％引き上げ。
◎特別職の非常勤者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部

　改正。
　議会議員12．58％57年4月より引き上げ。

◎職員の給与に関する条例の一部改正

　職員の児童手当の特別措置・
◎町営住宅条例の一部改正
　分筆登記により地番の変更、松之山1，149の15に改める。

　入居申込者の所得金額制限の改正。

◎松之山町農業共済条例の一部改正
　蚕繭共済の単位当り共済金額の変更。

◎工事請負契約の締結について
　町道西之前北浦田線、改良工事、西之前地内、延長140m
　幅員6m、請負金額3，000万円、請負者、飯塚建設。

◎松之山町過疎地域振興計画の変更について
　55～59年度の追加事業1町道3路線、農道3路線、冬期孤
　立集落管理棟、かんぱい用水、ほ場整備、湯山駐車場。

◎字区域の変更ついて
　酉之前ホ場整備による字の変更。

◎町道路線の認定がえについて
　天水島～天水越地内、栗の木線110m（内橋梁10m）認定。
◎新潟県町村人事事務組合規約の一部改正
　人事事務組合を組織する地方公共団体の数の減少。
◎新潟県町村職員退職手当組合規約の…部改正

　地方公共団体の数の減。
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般会計予算
議会6月定例会

8，381万円追加補正

特
定
分
収
林
事
業
ス
タ
ー
ト

湯
沢
駅
前
に
駐
車
場
用
地
買
収

　
昭
和
五
十
七
年
第
四
回
町
議
会
定

例
会
が
六
月
二
十
三
日
開
か
れ
、
昭

和
五
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

で
、
湯
沢
駅
前
の
駐
車
場
用
地
買
収

費
、
特
定
分
収
林
事
業
費
な
ど
を
追

加
、
特
別
職
の
給
与
引
上
げ
、
農
業

共
済
事
業
決
算
の
認
定
等
、
十
五
議

案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
豪
雪
対
策
、
、
公

共
建
設
事
業
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、

二
議
員
さ
ん
が
町
側
の
考
え
を
た
だ

し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
八
、
三
八
一
万
二
千
円
を
追
加
し

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
二
十
二
億

五
、
四
四
四
万
四
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
歳
入
（
補
正
額
）

地
方
交
付
税

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

繰
入
金

繰
越
金

諸
収
入
町
債

△

二
、
○
○
○
万
円

一
、
七
六
八
万
円

　
九
八
六
万
円

二
、
○
○
○
万
円

二
、
六
〇
〇
万
円

　
七
四
三
万
円

　
、
八
二
〇
万
円

◎
歳
出
（
補
正
額
）

議
会
費

総
務
費
　
　
　
二
、

四
〇
八
万
円

三
一
六
万
円

民
生
費

衛
生
費

農
林
水
産
費

商
工
費

土
木
費

消
防
費

教
育
費

災
害
復
旧
費

予
備
費

△

二二五

　
　
八
わ
円

　
　
、
．
、
万
円

一
四
六
万
円

一
七
五
万
円

六
九
九
万
円

　
六
〇
万
円

八
五
二
万
円

　
九
五
万
円

　
一
九
万
円

◎
減
額
し
た
も
の

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
（
補
助
事
業
外

れ
る
）
購
入
費
△
二
、
六
四
五
万
円

特
別
職
の

　
　
　
　
給
与
ア
ッ
プ

　
　
町
長
四
四
万
八
千
円

町
の
．
．
．
役
、
教
育
長
の
給
与
と
議

員
な
ど
非
常
勤
者
の
報
酬
が
四
月
に

さ
か
の
ぼ
り
引
L
げ
ら
れ
ま
し
た
。

町
長

助
役

収
入
役

教
育
長

議
会
議
長

副
議
長

常
任
委
員
長

昭和57年7月10日随””Illl”””””1

議
　
員

四
四
八
、
○
○
○
円

（
四
、
九
、
○
○
○
円
）

、
。
、
丘
六
、
○
○
○
円

（
↓
．
、
．
、
一
。
瓦
、
O
O
O
円
）

．
．
、
．
、
．
八
、
○
○
○
円

（
．
．
．
一
し
、
○
○
○
円
）

　
　
．
．
．
、
O
O
O
円

（
二
九
．
．
、
、
O
O
O
円
）

　
一
三
七
、
○
○
○
円

（
、
．
』
六
、
○
○
○
円
）

　

一
〇
、
○
○
○
円

（
　
九
八
、
○
○
○
円
）

　
一
〇
二
、
○
○
○
円

（
　
九
、
↓
、
○
○
○
円
）

　
九
九
、
○
○
○
円

　
八
八
、
○
○
○
円
）

月
額
で
O
ー
旧

昭和57年度
一般会計
補正予算の主な使いみち

◆議会費

報酬（議員の報酬引上げ）・・………………・…248万円

広報印刷費………………一・………・……一9・…70万円

◆総務費

給料（特別職給料引上げ）………………・・9－85万円

職員研修費補助金…………一…・一…………300万円
冬期孤立集落管理棟（車庫）建築工事費増…300万円
湯沢駅前駐車場用地買収・……………一・…2，350万円

◆民生費

産休代替職員賃金………・………・・……………・58万円

ほくら園補助金増…・…………一・……………・16万円

◆農林水産費

農工団地案内看板、パンフ印刷………………・65万円
大厳寺牧場内道路生コン舗装……………・・…・91万円

牧場整備重機借上料…………・……9一………・20万円
種雄牛購入費・………………9…………・………　180万円

自然休養村野外緑地広場取付道路舗装・………30万円
　　　　　〃　　　　　安全施設工事…・……71万円

　　　　　〃　　　　バーベキュー施設修繕28万円
大厳寺直売所、水道、排水管修繕……………285万円

水田利用再編対策モデル団地補助金…………・45万円
振動障害対策、造林地保育対策事業…………271万円
特定分収林事業………・………・・……………一80万円

大厳寺高原グランド整地……一……・…・……260万円
　〃　町単テニスコート2面………………1，300万円

　〃　キヤンプ用テント10張、遊具購入…・…80万円

L之山農道工事（L－200m）………………2，099万円
◆商工費

クズカゴ、ベンチ備品購入………・……一・・…21万円

浦田温泉堀削事業（温．泉掘削工事〉費増………350万円

　　　〃　　　取付道路…・9・…………・……20万円
スキー場建設事業賃金（測量人夫、臨時雇）　168万円

　　　〃　　　図面作成（予分の1〉…一26万円
　　　〃　　　測量委託…・……………・・…510万円

　　　〃　　　　ゲレンデ造成重機借上……205万円

　　　〃　　　暗渠排水工事………………100万円
◆土木費

道路修繕（L蝦池、小谷、湯本、北浦田）…250万円
町道松口地内地質調査一……………・・………2411∫円

町営住宅駐車場防護棚・一……………・………55万円
◆消防費

積載車4輪駆動車に変更（2台）…………一60万円
◆教育費

松之山中体育館床張替工事増………一・………　443万円

教員住宅改修工事……………・…………一・…230万円
鏡ケ池暗渠排水工事………………・・…・・………50万円

移動公民館（自動車）購入費増………・………46万円
◆災害復旧費

町道災害復旧（松口、大荒戸）…………・・…・・90万円

3】1“1”1””””1””ll”1”III””1”1”lll”1””ll””””1111”””””””1””ll”1”II””111111111111”””II”i”””1”“IIII””II“”lllII”IIII”1”広報まつのやまNα77

7　　警
6月定例識会（6月23日）

．
灘
雛
灘
、

昭
和
56
年
度
農
業
共
済
決
算

　
　
　
　
　
n
総
事
業
三
、
八
三
六
万
円
“

　
農
業
を
守
る
完
全
補
償
運
動
推
進

に
ち
な
み
適
正
な
引
受
け
と
共
済
金

額
の
高
額
選
択
に
よ
り
災
害
時
の
完

全
補
償
（
保
障
）
を
す
べ
く
、
防
除

機
貸
付
け
、
畜
舎
、
蚕
舎
等
の
消
毒

家
畜
損
防
事
業
等
行
う
な
か
で
、
共

済
事
業
の
普
及
推
進
に
あ
た
っ
て
き

た
。　
稲
作
は
、
豪
雪
で
一
週
間
か
ら
十

日
程
植
え
付
け
が
お
ぐ
れ
た
う
え
、

全
般
的
に
低
温
、
小
照
に
推
移
し
、

穂
数
と
も
少
な
く
登
熟
割
合
も
不
良

で
作
況
指
数
九
二
％
の
不
良
の
作
柄

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

◎
決
算
額

農
作
物
　
八
、
一
〇
一
、
一
〇
八
円

蚕
繭
　
　
二
八
、
八
一
〇
円

家
畜
三
、
七
一
三
、
八
二
〇
円

業
務
二
六
、
五
二
二
、
三
七
五
円

合
　
計
三
八
、
三
六
六
、
　
一
二
二
円

◎
水
稲
共
済

　
▽
加
入
者
　
　
　
一
、
一
一
八
人

　
▽
引
受
面
積
　
六
八
、
八
九
二
召

　
▽
共
済
掛
金
五
、
二
一
二
八
、
三
二
円

　
被
害

　
▽
戸
数
　
　
　
　
　
　
　
六
七
戸

　
▽
面
積
　
　
　
　
四
五
七
4

　
▽
支
払
金
一
、
○
八
九
、
四
五
二
円

◎
蚕
繭
共
済

　
▽
加
入
者
　
　
　
　
　
四
人

　
▽
引
受
箱
数
　
　
　
　
　
二
六
箱

　
▽
共
済
掛
金
　
一
九
、
五
五
六
円

◎
家
畜
共
済

　
▽
引
受
頭
数
　
　
　
　
三
五
六
頭

　
▽
共
済
掛
金
一
、
八
五
一
、
五
六
七
円

　
死
廃
事
故

　
▽
死
亡
　
　
　
　
　
　
三
頭

　
▽
廃
用
　
　
　
　
　
三
頭

　
▽
支
払
金
一
、
二
九
、
〇
九
三
円

　
病
傷
事
故

　
▽
件
数
　
　
　
　
　
　
二
一
二
件

　
▽
支
払
金
　
七
四
三
、
一
六
〇
円

　　一審議可決したおもな事項一

◎昭和56年度一般会計補正予算（第9回）
　1，530万円減額し総額22億8，927万5千円とする。

◎昭和56年度国保特別会計補正予算（第4回）
　179万円減額し総額3億8，397万5千円とする。

◎昭和56年度農業共済事業決算の認定。

　総決算額38，366，113円。

◎昭和57年度一般会計補正予算（第1回）
　8，381万2千円追加し総額22億5，444万4千円とする。

◎昭和57年度国保特別会計補正予算（第1回）
　203万円を追加し総額3，0997万1千円とする。

◎特別職の給与に関する条例の一部改正。
　3役の給与を57年4月から平均6。6％引き上げ。

◎教育委員会教育長の給与に関する条例の一部改正。
　教育長の給与を57年4月から6。83％引き上げ。
◎特別職の非常勤者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部

　改正。
　議会議員12．58％57年4月より引き上げ。

◎職員の給与に関する条例の一部改正

　職員の児童手当の特別措置・
◎町営住宅条例の一部改正
　分筆登記により地番の変更、松之山1，149の15に改める。

　入居申込者の所得金額制限の改正。

◎松之山町農業共済条例の一部改正
　蚕繭共済の単位当り共済金額の変更。

◎工事請負契約の締結について
　町道西之前北浦田線、改良工事、西之前地内、延長140m
　幅員6m、請負金額3，000万円、請負者、飯塚建設。

◎松之山町過疎地域振興計画の変更について
　55～59年度の追加事業1町道3路線、農道3路線、冬期孤
　立集落管理棟、かんぱい用水、ほ場整備、湯山駐車場。

◎字区域の変更ついて
　酉之前ホ場整備による字の変更。

◎町道路線の認定がえについて
　天水島～天水越地内、栗の木線110m（内橋梁10m）認定。
◎新潟県町村人事事務組合規約の一部改正
　人事事務組合を組織する地方公共団体の数の減少。
◎新潟県町村職員退職手当組合規約の…部改正

　地方公共団体の数の減。
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国
な
ど
関
係
機
関
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
書
提
出

　
農
家
は
厳
し
い
営
農
環
境
に
お
か

れ
な
が
ら
水
田
再
編
対
策
に
協
力
し

て
い
る
。

　
資
材
・
労
賃
の
上
昇
二
年
連
続
の

冷
害
に
よ
り
農
家
は
か
っ
て
な
い
苦

境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

　
今
年
の
政
府
買
入
米
価
を
四
・
三

七
％
、
六
〇
㎏
当
り
一
万
八
千
二
百

五
十
一
円
に
引
き
上
げ
さ
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

　
　
　
　
　
松
之
山
町
繊
会

　
第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会
は
、
農

業
を
破
壊
し
よ
う
と
し
て
き
て
い
る
。

食
糧
の
安
定
確
保
が
国
家
の
安
全
を

保
障
す
る
基
本
で
あ
る
。
次
の
食
糧
、

農
業
基
本
政
策
な
ら
び
に
米
穀
政
策

を
確
立
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

ω
農
産
物
の
輸
入
自
由
化
枠
拡
大
を

阻
止
し
、
食
糧
自
給
率
の
向
上
と
農

産
物
の
備
蓄
の
強
化
を
は
か
る
こ
と
。

ω
稲
作
経
営
の
安
定
、
強
北
に
つ
い

て
必
要
な
諸
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
。

⑬
水
田
再
編
対
策
に
つ
い
て
は
面
積

の
拡
大
に
よ
る
生
産
意
欲
の
減
退
を

配
慮
し
現
状
を
凍
結
し
、
積
極
的
な

需
要
開
発
を
は
か
る
こ
と
。

凶
食
管
制
度
を
堅
持
し
政
府
に
よ
る

米
の
全
量
管
理
の
責
任
あ
る
実
行
を

期
す
る
こ
と
。

　
た
ば
こ
専
売
制
度
は
、
明
治
三
十

七
年
に
制
定
さ
れ
た
。

　
た
ば
こ
専
売
制
度
が
廃
止
さ
れ
る

と
、
販
売
店
の
乱
立
と
過
当
競
争
に

よ
っ
て
流
通
秩
序
が
混
乱
し
、
地
方

自
治
体
の
財
政
収
入
確
保
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
現
行
の
た
ば
こ
専
売
制
度
を
存
続

す
る
よ
う
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
抜
粋
）

採
択
さ
れ
た

　
　
　
　
　
請
願
・
陳
情

◎
新
潟
県
電
気
工
事
工
業
組
合
十
日

町
支
部

　
昭
和
五
十
七
年
度
以
降
に
か
か
る

町
発
注
の
建
築
工
事
及
び
建
設
関
連

工
事
に
お
け
る
電
気
設
備
工
事
の
分

離
発
注
を
お
願
い
し
た
い
。

◎
上
川
手
部
落

　
上
川
手
公
会
堂
を
改
築
願
い
た
い
。

◎
兎
口
部
落

　
大
松
山
地
区
を
自
然
探
勝
ゾ
ー
ン

と
し
て
。
そ
の
整
備
計
画
を
早
期
に

具
体
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
光
間
部
落

　
町
道
光
間
上
川
手
線
を
改
修
し
て

ほ
し
い
。

◎
水
梨
部
落

　
町
道
な
べ
ず
る
線
の
一
部
を
変
更

し
て
ほ
し
い
。
　
（
部
落
道
中
通
線
を

町
道
に
認
定
し
て
ほ
し
い
）

◎
松
之
山
町
農
業
委
員
会

　
五
十
七
年
産
米
価
に
関
す
る
要
望

書
を
政
府
、
関
係
方
面
に
提
出
し
て

ほ
し
い
。

◎
上
信
越
、
十
日
町
た
ば
こ
販
売
協

同
組
合

　
た
ば
こ
専
売
制
度
存
続
に
つ
い
て

国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

◎
松
之
山
、
浦
田
農
業
協
同
組
合

　
昭
和
五
十
七
年
産
米
政
府
買
入
価

格
、
食
料
、
農
業
基
本
政
策
な
ら
び

に
米
穀
政
策
を
確
立
し
て
ほ
し
い
。
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1題など

問

農業祭・豪

　　二議1

　
田
辺
　
尚
二
議
員

▽
農
業
祭
に
つ
い
て

町
長
は
名
称
を
“
農
林
祭
”
と
し

た
い
と
主
張
し
て
い
る
が
“
農
業

祭
”
に
出
来
な
い
か
。

　
“
農
業
祭
”
は
ど
う
い
う
も
の
に

　
な
る
の
か
。

▽
豪
雪
対
策
に
つ
い
て

　
屋
根
の
上
で
雪
を
消
す
こ
と
を
町

　
の
補
助
事
業
と
し
て
考
え
て
い
る

　
の
か
。

　部落

（
字
）
の
除
雪
用
ブ
ル
を
町

　
で
用
意
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
松
之
山
部
落
の
消
雪
パ
イ
プ
の
研

　
究
の
用
意
は
な
い
の
か
。

▽
農
道
、
町
道
舗
装
工
事
の
補
助
金

　
に
つ
い
て

　人

夫
賃
も
補
助
対
象
と
考
え
て
は

　
ど
う
か
。

▽
町
単
田
な
ら
し
に
つ
い
て

　稲作を

休
ま
な
い
で
、
田
な
ら
し

　する

場
合
も
補
助
金
が
適
用
さ
れ

　
る
よ
う
制
度
を
改
善
す
る
用
意
は

　
な
い
か
。

▽
町
土
木
工
事
の
土
地
所
有
権
に
つ

　
い
て
、
土
木
関
係
の
工
事
に
お
い

　
て
地
主
を
軽
視
す
る
こ
と
が
あ
る

　
が
、
改
善
す
る
用
意
は
な
い
か
。
、

▽
町
の
補
助
金
行
政
に
つ
い
て

町
の
予
算
に
直
売
所
運
営
補
助
金

　
で
計
上
ざ
れ
議
会
で
承
認
さ
れ
て

　
い
る
が
、
こ
の
事
業
の
内
容
が
総

代
会
で
明
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

　
い
が
文
書
を
持
っ
て
明
示
さ
れ
る

　
べ
き
で
な
い
か
。

▽
国
道
鵬
号
線
の
改
良
に
つ
い
て
、

松
之
山
部
落
の
改
良
工
事
の
方
線

　
を
示
さ
れ
な
い
か
。

　
高
橋
　
英
一
議
員

▽
豪
雪
時
に
お
け
る
電
話
線
、
柱
の

　改

善
計
画
に
つ
い
て

五
六
豪
雪
に
よ
る
住
民
の
要
望
と

町
か
ら
公
社
へ
の
要
望
に
つ
い
て

計
画
通
り
進
ん
で
い
る
の
か
。

▽
町
道
無
雪
計
画
と
冬
期
駐
車
場
設

　
置
の
補
助
事
業
に
つ
い
て

　各

部
落
の
生
活
通
学
道
路
の
無
雪

　化を

早
期
実
現
さ
れ
た
い
。

部
落
の
冬
期
駐
車
場
設
置
町
補
助

金
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

▽
町
総
合
計
画
に
つ
い
て

へ7

年
は
総
合
三
ケ
年
計
画
の
年
な

　
の
で
過
疎
化
、
老
令
化
の
進
む
な

　
か
で
基
本
構
想
の
再
検
討
を
さ
れ

　
た
い
。

▽
公
共
事
業
の
入
札
に
つ
い
て

町
は
今
後
の
公
共
事
業
の
見
直
し

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

随
意
契
約
と
は
ど
ん
な
時
に
行
わ

　
れ
る
の
か
。

　町の

入
札
に
は
談
合
は
な
い
か
。

▽
保
育
料
と
長
時
問
保
育
に
つ
い
て

　
保
育
料
が
高
す
ぎ
な
い
か
。

　
長
時
間
保
育
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

▽
代
行
道
路
に
つ
い
て

　東川

藤
倉
間
の
改
良
工
事
は
全
線

　
改
良
し
て
か
ら
補
装
工
事
を
は
じ

　
め
る
の
か
。
部
分
的
に
で
も
工
事

　
が
終
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
補
装
で
き

　
な
い
も
の
か
。
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林促進事業特定分闘

すー都会の人たちに出資呼び掛

ルで50％の分収契約町有林20ヘクタ

山
林
の
財
産
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
楽
し
み

　
特
定
分
収
林
促
進
事
業
は
、
浦
田

地
内
（
中
原
）
の
町
有
林
の
立
木
に

都
会
の
人
達
か
ら
出
資
し
て
も
ら
い
、

そ
の
出
資
金
と
町
の
資
金
で
山
林
の

枝
打
ち
や
施
肥
等
の
保
育
を
や
り
、

二
十
年
～
二
十
五
年
後
に
伐
採
時
の

収
益
金
を
配
分
す
る
も
の
で
す
。

　
山
林
の
財
産
形
成
の
楽
し
み
と
、

そ
の
保
育
の
重
要
性
及
び
汗
を
流
す

貴
重
な
体
験
を
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

松
之
山
町
へ
来
て
頂
い
て
町
民
と
の

親
睦
と
理
解
を
深
め
て
よ
り
よ
い
町

づ
く
り
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
六
月
議
会
で
こ
の
事
業
の
予
算
が

認
め
ら
れ
、
近
く
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

印
刷
し
て
出
資
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
出
資
者
は
“
ふ
る
さ
と
松
之
山
ク

ラ
ブ
”
へ
加
入
し
て
頂
き
、
特
別
町

民
台
帳
に
家
族
の
名
前
と
共
に
登
録

し
、
会
員
証
を
発
行
し
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
員
の
特
典
と
し
て
年
一
回

松
之
山
温
泉
に
招
待
し
町
の
観
光
施

設
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
体
育
館
、
グ

ラ
ン
ド
・
プ
ー
ル
、
キ
ャ
ン
プ
場
、

現
在
計
画
中
の
ス
キ
ー
場
、
民
族
資

料
館
の
使
用
料
、
入
館
料
の
半
額
サ

松
之
山
を
あ
な
た
の

第
二
の
ふ
る
里
に

：
ビ
ス
や
、
ふ
る
さ
と
松
之
山
の
山

菜
狩
り
、
昆
虫
、
草
木
採
取
或
は
渓

流
釣
り
（
イ
ワ
ナ
、
ヤ
マ
メ
、
ハ
ヤ

等
）
の
案
内
を
し
ま
す
。
そ
し
て
町

の
広
報
誌
“
ま
つ
の
や
ま
”
或
は
折

り
お
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布

や
、
山
菜
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
民
芸
品

な
ど
会
費
に
見
合
う
程
度
の
も
の
を

年
数
回
自
宅
の
方
へ
お
届
け
し
ょ
う

と
い
う
計
画
で
す
。

　
町
有
林
の
活
用
に
よ
っ
て
観
光
開

発
や
過
疎
防
止
を
ね
ら
い
、
活
気
の

あ
る
松
之
山
町
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
み
み
ず
く

◎
耳
木
菟
グ
ル
ー
プ

　
募
集
会
員
一
〇
〇
名
で
五
〇
年
生

の
杉
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
九
〇
年
生

の
ブ
ナ
林
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
会
貝

と
町
が
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
％
の
分
収
契

約
を
結
ぶ
。
ブ
ナ
林
は
自
然
保
護
の

立
場
か
ら
伐
期
は
定
め
ず
、
林
間
に

栽
培
す
る
キ
ノ
コ
、
薬
草
類
の
収
入

を
五
〇
％
配
分
す
る
。

◎
山
鳩
グ
ル
ー
プ

　
募
集
会
員
二
〇
〇
名
で
分
収
契
約

は
な
く
、
ク
ラ
ブ
員
の
特
典
の
み
。

※
出
資
金
や
会
費
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
検
討
中
で
す
。

　キャンプシーズン到来
大厳寺原高原キャンプ場の予約申込みはお早目に

レ利用料金く
区　　　　　　分

利　用　料
備　　　　考

単　位 金　額

キ
ャ
ン
プ
場

貸テント

5人用 1張 1，000円 スノコ付

24時間以内
6人用 1　張 1，000円

10人用 1　張 1，200円

テ　ン　ト　持　込　料 1　張 500円
24時間以内ランプ付

24時間以内

バ　　ン　　ガ　　ロ　　ー 1棟 3，000円

貸　　　　毛　　　　布 1　枚 200円
ま　　　　　　　　　　き 1　束 200円
フ　　ァ　　イ　　ヤ　　ー 1伺体 3，000円

つ
り
池

魚釣券　　　大　　　人 1　日 300円 釣券は希望館と管
理棟にあります。小人（中学生まで） 1　日 200円

＊キャンプ場利用申込みは大厳寺原高原ハウス希望館

　（皿2556）まで電話又は直接お申し込み下さい。

　問いあわせは希望館（醐9：00～剛5：00）まで

今年は、出稼ぎ者、循環器検診を

　　　一緒に行います。

おとうさん、お母さん、隣り近所

おさそいあわせて、受けて下さい

7月13、14、15、16日

松之山町民体育館

期日

り会場

二次検診の方は、

循環器200円／出稼ぎ者無料

料金

日時・マイクロバスの時間等詳しいこと

は、個人通知でお知らせします。
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国
な
ど
関
係
機
関
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
書
提
出

　
農
家
は
厳
し
い
営
農
環
境
に
お
か

れ
な
が
ら
水
田
再
編
対
策
に
協
力
し

て
い
る
。

　
資
材
・
労
賃
の
上
昇
二
年
連
続
の

冷
害
に
よ
り
農
家
は
か
っ
て
な
い
苦

境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

　
今
年
の
政
府
買
入
米
価
を
四
・
三

七
％
、
六
〇
㎏
当
り
一
万
八
千
二
百

五
十
一
円
に
引
き
上
げ
さ
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

　
　
　
　
　
松
之
山
町
繊
会

　
第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会
は
、
農

業
を
破
壊
し
よ
う
と
し
て
き
て
い
る
。

食
糧
の
安
定
確
保
が
国
家
の
安
全
を

保
障
す
る
基
本
で
あ
る
。
次
の
食
糧
、

農
業
基
本
政
策
な
ら
び
に
米
穀
政
策

を
確
立
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

ω
農
産
物
の
輸
入
自
由
化
枠
拡
大
を

阻
止
し
、
食
糧
自
給
率
の
向
上
と
農

産
物
の
備
蓄
の
強
化
を
は
か
る
こ
と
。

ω
稲
作
経
営
の
安
定
、
強
北
に
つ
い

て
必
要
な
諸
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
。

⑬
水
田
再
編
対
策
に
つ
い
て
は
面
積

の
拡
大
に
よ
る
生
産
意
欲
の
減
退
を

配
慮
し
現
状
を
凍
結
し
、
積
極
的
な

需
要
開
発
を
は
か
る
こ
と
。

凶
食
管
制
度
を
堅
持
し
政
府
に
よ
る

米
の
全
量
管
理
の
責
任
あ
る
実
行
を

期
す
る
こ
と
。

　
た
ば
こ
専
売
制
度
は
、
明
治
三
十

七
年
に
制
定
さ
れ
た
。

　
た
ば
こ
専
売
制
度
が
廃
止
さ
れ
る

と
、
販
売
店
の
乱
立
と
過
当
競
争
に

よ
っ
て
流
通
秩
序
が
混
乱
し
、
地
方

自
治
体
の
財
政
収
入
確
保
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
現
行
の
た
ば
こ
専
売
制
度
を
存
続

す
る
よ
う
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
抜
粋
）

採
択
さ
れ
た

　
　
　
　
　
請
願
・
陳
情

◎
新
潟
県
電
気
工
事
工
業
組
合
十
日

町
支
部

　
昭
和
五
十
七
年
度
以
降
に
か
か
る

町
発
注
の
建
築
工
事
及
び
建
設
関
連

工
事
に
お
け
る
電
気
設
備
工
事
の
分

離
発
注
を
お
願
い
し
た
い
。

◎
上
川
手
部
落

　
上
川
手
公
会
堂
を
改
築
願
い
た
い
。

◎
兎
口
部
落

　
大
松
山
地
区
を
自
然
探
勝
ゾ
ー
ン

と
し
て
。
そ
の
整
備
計
画
を
早
期
に

具
体
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
光
間
部
落

　
町
道
光
間
上
川
手
線
を
改
修
し
て

ほ
し
い
。

◎
水
梨
部
落

　
町
道
な
べ
ず
る
線
の
一
部
を
変
更

し
て
ほ
し
い
。
　
（
部
落
道
中
通
線
を

町
道
に
認
定
し
て
ほ
し
い
）

◎
松
之
山
町
農
業
委
員
会

　
五
十
七
年
産
米
価
に
関
す
る
要
望

書
を
政
府
、
関
係
方
面
に
提
出
し
て

ほ
し
い
。

◎
上
信
越
、
十
日
町
た
ば
こ
販
売
協

同
組
合

　
た
ば
こ
専
売
制
度
存
続
に
つ
い
て

国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

◎
松
之
山
、
浦
田
農
業
協
同
組
合

　
昭
和
五
十
七
年
産
米
政
府
買
入
価

格
、
食
料
、
農
業
基
本
政
策
な
ら
び

に
米
穀
政
策
を
確
立
し
て
ほ
し
い
。
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1題など

問

農業祭・豪

　　二議1

　
田
辺
　
尚
二
議
員

▽
農
業
祭
に
つ
い
て

町
長
は
名
称
を
“
農
林
祭
”
と
し

た
い
と
主
張
し
て
い
る
が
“
農
業

祭
”
に
出
来
な
い
か
。

　
“
農
業
祭
”
は
ど
う
い
う
も
の
に

　
な
る
の
か
。

▽
豪
雪
対
策
に
つ
い
て

　
屋
根
の
上
で
雪
を
消
す
こ
と
を
町

　
の
補
助
事
業
と
し
て
考
え
て
い
る

　
の
か
。

　部落

（
字
）
の
除
雪
用
ブ
ル
を
町

　
で
用
意
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
松
之
山
部
落
の
消
雪
パ
イ
プ
の
研

　
究
の
用
意
は
な
い
の
か
。

▽
農
道
、
町
道
舗
装
工
事
の
補
助
金

　
に
つ
い
て

　人

夫
賃
も
補
助
対
象
と
考
え
て
は

　
ど
う
か
。

▽
町
単
田
な
ら
し
に
つ
い
て

　稲作を

休
ま
な
い
で
、
田
な
ら
し

　する

場
合
も
補
助
金
が
適
用
さ
れ

　
る
よ
う
制
度
を
改
善
す
る
用
意
は

　
な
い
か
。

▽
町
土
木
工
事
の
土
地
所
有
権
に
つ

　
い
て
、
土
木
関
係
の
工
事
に
お
い

　
て
地
主
を
軽
視
す
る
こ
と
が
あ
る

　
が
、
改
善
す
る
用
意
は
な
い
か
。
、

▽
町
の
補
助
金
行
政
に
つ
い
て

町
の
予
算
に
直
売
所
運
営
補
助
金

　
で
計
上
ざ
れ
議
会
で
承
認
さ
れ
て

　
い
る
が
、
こ
の
事
業
の
内
容
が
総

代
会
で
明
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

　
い
が
文
書
を
持
っ
て
明
示
さ
れ
る

　
べ
き
で
な
い
か
。

▽
国
道
鵬
号
線
の
改
良
に
つ
い
て
、

松
之
山
部
落
の
改
良
工
事
の
方
線

　
を
示
さ
れ
な
い
か
。

　
高
橋
　
英
一
議
員

▽
豪
雪
時
に
お
け
る
電
話
線
、
柱
の

　改

善
計
画
に
つ
い
て

五
六
豪
雪
に
よ
る
住
民
の
要
望
と

町
か
ら
公
社
へ
の
要
望
に
つ
い
て

計
画
通
り
進
ん
で
い
る
の
か
。

▽
町
道
無
雪
計
画
と
冬
期
駐
車
場
設

　
置
の
補
助
事
業
に
つ
い
て

　各

部
落
の
生
活
通
学
道
路
の
無
雪

　化を

早
期
実
現
さ
れ
た
い
。

部
落
の
冬
期
駐
車
場
設
置
町
補
助

金
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

▽
町
総
合
計
画
に
つ
い
て

へ7

年
は
総
合
三
ケ
年
計
画
の
年
な

　
の
で
過
疎
化
、
老
令
化
の
進
む
な

　
か
で
基
本
構
想
の
再
検
討
を
さ
れ

　
た
い
。

▽
公
共
事
業
の
入
札
に
つ
い
て

町
は
今
後
の
公
共
事
業
の
見
直
し

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

随
意
契
約
と
は
ど
ん
な
時
に
行
わ

　
れ
る
の
か
。

　町の

入
札
に
は
談
合
は
な
い
か
。

▽
保
育
料
と
長
時
問
保
育
に
つ
い
て

　
保
育
料
が
高
す
ぎ
な
い
か
。

　
長
時
間
保
育
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

▽
代
行
道
路
に
つ
い
て

　東川

藤
倉
間
の
改
良
工
事
は
全
線

　
改
良
し
て
か
ら
補
装
工
事
を
は
じ

　
め
る
の
か
。
部
分
的
に
で
も
工
事

　
が
終
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
補
装
で
き

　
な
い
も
の
か
。
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林促進事業特定分闘

すー都会の人たちに出資呼び掛

ルで50％の分収契約町有林20ヘクタ

山
林
の
財
産
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
楽
し
み

　
特
定
分
収
林
促
進
事
業
は
、
浦
田

地
内
（
中
原
）
の
町
有
林
の
立
木
に

都
会
の
人
達
か
ら
出
資
し
て
も
ら
い
、

そ
の
出
資
金
と
町
の
資
金
で
山
林
の

枝
打
ち
や
施
肥
等
の
保
育
を
や
り
、

二
十
年
～
二
十
五
年
後
に
伐
採
時
の

収
益
金
を
配
分
す
る
も
の
で
す
。

　
山
林
の
財
産
形
成
の
楽
し
み
と
、

そ
の
保
育
の
重
要
性
及
び
汗
を
流
す

貴
重
な
体
験
を
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

松
之
山
町
へ
来
て
頂
い
て
町
民
と
の

親
睦
と
理
解
を
深
め
て
よ
り
よ
い
町

づ
く
り
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
六
月
議
会
で
こ
の
事
業
の
予
算
が

認
め
ら
れ
、
近
く
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

印
刷
し
て
出
資
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
出
資
者
は
“
ふ
る
さ
と
松
之
山
ク

ラ
ブ
”
へ
加
入
し
て
頂
き
、
特
別
町

民
台
帳
に
家
族
の
名
前
と
共
に
登
録

し
、
会
員
証
を
発
行
し
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
員
の
特
典
と
し
て
年
一
回

松
之
山
温
泉
に
招
待
し
町
の
観
光
施

設
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
体
育
館
、
グ

ラ
ン
ド
・
プ
ー
ル
、
キ
ャ
ン
プ
場
、

現
在
計
画
中
の
ス
キ
ー
場
、
民
族
資

料
館
の
使
用
料
、
入
館
料
の
半
額
サ

松
之
山
を
あ
な
た
の

第
二
の
ふ
る
里
に

：
ビ
ス
や
、
ふ
る
さ
と
松
之
山
の
山

菜
狩
り
、
昆
虫
、
草
木
採
取
或
は
渓

流
釣
り
（
イ
ワ
ナ
、
ヤ
マ
メ
、
ハ
ヤ

等
）
の
案
内
を
し
ま
す
。
そ
し
て
町

の
広
報
誌
“
ま
つ
の
や
ま
”
或
は
折

り
お
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布

や
、
山
菜
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
民
芸
品

な
ど
会
費
に
見
合
う
程
度
の
も
の
を

年
数
回
自
宅
の
方
へ
お
届
け
し
ょ
う

と
い
う
計
画
で
す
。

　
町
有
林
の
活
用
に
よ
っ
て
観
光
開

発
や
過
疎
防
止
を
ね
ら
い
、
活
気
の

あ
る
松
之
山
町
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
み
み
ず
く

◎
耳
木
菟
グ
ル
ー
プ

　
募
集
会
員
一
〇
〇
名
で
五
〇
年
生

の
杉
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
九
〇
年
生

の
ブ
ナ
林
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
会
貝

と
町
が
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
％
の
分
収
契

約
を
結
ぶ
。
ブ
ナ
林
は
自
然
保
護
の

立
場
か
ら
伐
期
は
定
め
ず
、
林
間
に

栽
培
す
る
キ
ノ
コ
、
薬
草
類
の
収
入

を
五
〇
％
配
分
す
る
。

◎
山
鳩
グ
ル
ー
プ

　
募
集
会
員
二
〇
〇
名
で
分
収
契
約

は
な
く
、
ク
ラ
ブ
員
の
特
典
の
み
。

※
出
資
金
や
会
費
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
検
討
中
で
す
。

　キャンプシーズン到来
大厳寺原高原キャンプ場の予約申込みはお早目に

レ利用料金く
区　　　　　　分

利　用　料
備　　　　考

単　位 金　額

キ
ャ
ン
プ
場

貸テント

5人用 1張 1，000円 スノコ付

24時間以内
6人用 1　張 1，000円

10人用 1　張 1，200円

テ　ン　ト　持　込　料 1　張 500円
24時間以内ランプ付

24時間以内

バ　　ン　　ガ　　ロ　　ー 1棟 3，000円

貸　　　　毛　　　　布 1　枚 200円
ま　　　　　　　　　　き 1　束 200円
フ　　ァ　　イ　　ヤ　　ー 1伺体 3，000円

つ
り
池

魚釣券　　　大　　　人 1　日 300円 釣券は希望館と管
理棟にあります。小人（中学生まで） 1　日 200円

＊キャンプ場利用申込みは大厳寺原高原ハウス希望館

　（皿2556）まで電話又は直接お申し込み下さい。

　問いあわせは希望館（醐9：00～剛5：00）まで

今年は、出稼ぎ者、循環器検診を

　　　一緒に行います。

おとうさん、お母さん、隣り近所

おさそいあわせて、受けて下さい

7月13、14、15、16日

松之山町民体育館

期日

り会場

二次検診の方は、

循環器200円／出稼ぎ者無料

料金

日時・マイクロバスの時間等詳しいこと

は、個人通知でお知らせします。
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團轍最悪を記録

少
年
非
行
の
現
状

低
年
齢
化
が
一
層
進
む

犯罪者の44％を占める

　
少
年
人
口
に
対
す
る
割
合
で
み
ま

す
と
、
千
人
当
り
十
八
・
六
人
が
刑

法
に
触
れ
る
犯
罪
で
補
導
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
て

一
・
五
人
増
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、

成
人
を
含
め
た
刑
法
犯
の
中
で
、
少

年
の
割
合
は
四
四
・
二
％
（
前
年
比

一
・
八
％
増
）
と
、
こ
れ
ま
た
戦
後

最
高
の
悲
し
む
べ
き
数
字
と
な
っ
て

　
デ
ー
タ
①

　
昨
年
（
昭
和
五
十
六
年
）
刑
法

犯
で
検
挙
補
導
さ
れ
た
少
年
は
、

十
八
万
四
千
九
百
二
人
へ
前
年
比

一
万
八
千
八
百
二
十
九
人
一
一
・

三
％
増
）
と
戦
後
最
高
を
記
録
。

　
ヘ
ヘ

　
　
）
）
　
r
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、
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角
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＾
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）
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．
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戸
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げ
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い
る
こ
と
で
す
。

　
刑
法
犯
少
年
の
年
齢
別
の
推
移
を

み
て
感
じ
る
の
は
、
十
四
歳
、
十
五

歳
、
十
六
歳
は
著
し
い
増
加
傾
向
に

あ
る
の
に
対
し
、
十
七
歳
、
十
八
歳
、

十
九
歳
は
お
お
む
ね
横
ば
い
な
い
し

減
少
傾
向
に
あ
り
、
非
行
の
低
年
齢

化
が
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
非
行
が
多

　
　
デ
ー
タ
②

　
刑
法
犯
少
年
の
年
齢
別
構
成
を

み
る
と
、
十
四
歳
が
全
体
の
二
五
・

六
％
を
占
め
て
最
も
多
く
、
次
い

で
十
五
歳
、
十
六
歳
の
順
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
警
察
庁
調
べ
）

㌧2
0！う

　イ用
ノ

ぜ

い
の
か
、
最
近
の
少
年
非
行
の
特
徴

を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

☆
中
学
生
を
中
心
と
し
た
校
内
暴
力

が
増
え
て
い
る
。

☆
シ
ン
ナ
ー
や
覚
せ
い
剤
な
ど
薬
物

を
乱
用
す
る
少
年
が
増
加
し
て
い
る
。

☆
売
春
や
不
純
な
性
行
為
な
ど
、
性

非
行
で
補
導
さ
れ
る
女
子
少
年
が
増

え
て
い
る
。
　
（
中
・
高
校
生
が
全
体

の
半
数
以
上
を
占
め
る
）

☆
非
行
に
走
る
家
出
少
年
が
急
増
し
、

最
近
で
は
女
子
が
男
子
を
上
回
っ
て

い
る
。

☆
万
引
き
や
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ

盗
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
“
遊
び
型
非
行
”

が
激
増
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、

い
わ
ゆ
る
、
せ
っ
ぱ
詰
ま
っ
た
犯
罪

少年非行の特徴

動機の単純な遊び型非行が増加

で
は
な
く
“
ほ
ん
の
思
い
つ
き
”
や
”
遊

び
型
”
と
も
言
え
る
少
年
非
行
が
増

え
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
警
察
で
は
非
行
少
年
を
で
き
る
だ

け
早
く
発
見
し
、
非
行
の
芽
を
早
い

う
ち
に
つ
み
と
る
た
め
の
補
導
活
動

を
強
化
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
大
切

な
こ
と
は
、
家
庭
や
学
校
、
職
場
、

地
域
社
会
が
お
互
い
に
手
を
取
り
合

っ
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
少
年
を
非
行

か
ら
守
る
努
力
を
す
る
こ
と
で
す
。

家
庭
で
の
注
意
事
項

　
少
年
た
ち
に
と
っ
て
、
非
行
に
走

り
や
す
い
夏
休
み
。
家
庭
で
は
次
の

よ
う
な
点
に
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
o
①
勉
強
や
遊
び
な
ど
の
日
程
表
を
子

供
た
ち
に
作
ら
せ
、
け
じ
め
の
あ
る

生
活
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

②
子
供
が
外
出
す
る
と
き
は
必
ず
行

き
先
を
確
か
め
、
夜
遊
び
は
さ
せ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

③
家
庭
が
楽
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
よ

う
、
少
な
く
と
も
毎
日
一
回
は
家
族

そ
ろ
っ
て
だ
ん
ら
ん
す
る
機
会
を
つ

く
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

④
悪
に
負
け
な
い
勇
気
を
伸
ば
し
、

友
達
か
ら
誘
わ
れ
て
も
断
る
こ
と
が

で
き
る
強
い
意
志
を
育
て
る
よ
う
に

“
し
つ
け
教
育
”
に
重
点
を
お
き
ま

し
よ
う
。
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米国派遣農業研修生募集

明日の農業を担う若者の参加を

7月31日しめきり

　
こ
の
事
業
は
、
y
升
両
国
政
府
の

援
助
と
県
の
協
力
の
も
と
に
、
日
本

の
農
村
青
年
を
ニ
カ
年
間
ア
メ
リ
カ

に
派
遣
し
、
大
学
に
お
け
る
学
習
と

農
場
で
の
実
習
を
い
く
つ
か
組
み
合

せ
た
効
果
的
な
農
業
研
修
を
行
な
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
的
感
党
、
優

れ
た
経
営
能
力
、
た
く
ま
し
い
実
践

力
を
身
に
付
け
て
、
自
家
農
機
経
営

の
改
善
に
勇
敢
に
取
り
組
み
、
地
域

農
業
の
近
代
化
と
組
織
化
の
推
進
力

と
な
る
次
代
の
農
業
の
担
い
手
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▽
年
齢
・
十
九
歳
以
上
二
十
七
歳
末

　
満
の
独
身
男
子

▽
学
歴
・
高
等
学
校
卒
業
者
で
、
現

　
在
農
業
に
従
事
し
て
い
る
者

▽
語
学
・
英
語
の
初
歩
的
素
養
が
あ

　
る
者
（
中
学
一
年
程
度
）

▽
募
集
人
員
・
全
国
二
百
名
、
新
潟

　
県
八
名

▽
専
門
コ
ー
ス

　
一
、
．
酪
農
。
二
、
肉
牛
。
三
、
養

　
豚
。
四
、
養
鶏
。
五
、
果
樹
。
六

　
野
菜
。
七
、
一
般
畑
作
。
八
、
観

　
賞
園
芸
。

▽
選
考
、
県
選
考
と
中
央
選
考

　
（
書
類
審
査
、
作
文
、
体
力
テ
ス

　
ト
、
性
格
テ
ス
ト
、
英
語
筆
記
テ

　
ス
ト
、
面
接
）

▽
出
発
・
選
考
に
合
格
し
た
翌
年
の

　
六
月
下
旬
に
飛
行
機
で
出
発

◎
問
い
合
わ
せ
お
よ
び
申
し
込
み
先

　
県
庁
　
総
務
部
県
民
広
報
課

　
費
〇
二
五
二
（
二
三
）
五
五
二

交
通
安
全

　
　
ス
リ
ー
マ
ン
ス

七
月
一
日
～

　
　
　
　
　
九
月
三
十
日

　
七
月
一
日
か
ら
三
カ
月
間
、
交
通

安
全
対
策
を
推
進
し
町
民
の
交
通
安

全
意
識
高
揚
と
交
通
事
故
防
止
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
交
通
弱
者
の
事

故
防
止
や
無
謀
運
転
防
止
等
を
重
点

と
し
て
、
ス
リ
ー
マ
ン
ス
（
三
カ
月
）

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。D
歩
行
者
、
特
に
子
供
と
老
人
の
交

　
通
事
故
防
止

⑫
自
動
二
輪
車
、
原
動
機
付
自
転
車

　
の
事
故
防
止

團
交
通
三
悪
（
飲
酒
運
転
、
速
度
違

　
反
、
一
時
不
停
止
）
の
一
掃

鰯
青
少
年
の
交
通
事
故
防
止

㈲
暴
走
族
追
放

⑤
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

　
着
用

　
昨
年
一
年
間
に
県
内
で
お
き
た
交

通
事
故
の
う
ち
、
死
亡
し
た
人
は
二

二
八
人
、
け
が
を
し
た
人
は
、
八
、

八
六
二
人
も
お
り
ま
し
た
。

　
事
故
を
起
こ
し
た
り
、
被
害
に
あ

っ
た
家
族
の
悲
惨
さ
は
言
葉
で
は
言

い
表
わ
せ
な
い
程
で
す
。

・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

夏休み・…子供の交通事故をなくそう

講i難㌧魏蕪蜘購1蔚
“一ゐ　　一　㌧　　なで、交通安全について話し合いましょう。

　
　
グ
　
　
　
グ

．
，
．
（
、縫
腎

　
　
駄

6
月
に
あ
っ
た
行
事

、
5
日
　
浦
田
温
泉
堀
削
契
約
㈱
日
さ

　
　
　
く

　
　
　
町
母
子
福
祉
会
役
員
会

7
日
　
母
子
健
康
相
談
（
八
日
ま
で

　
　
　
五
四
人
）

8
日
　
町
傷
痩
軍
人
会
総
会

、
1
0
日
　
青
少
年
育
成
町
民
会
議

n
日
　
保
育
所
歯
科
検
診
（
一
六
三

　
　
　
人
）

　
　
　
役
場
増
築
工
事
入
札

　
　
▽
大
武
工
務
店
請
負

12

日
　
農
業
共
済
婦
人
講
座
（
九
五
人
）

　
　
　
林
業
関
係
入
札

　
　
▽
カ
ン
エ
ツ
興
業
請
負
、
森
林

　
　
　
総
合
利
用
管
理
施
設

　
　
　
大
厳
寺
に
便
所
二
棟

　
　
▽
高
橋
組
請
負
、
作
業
道
（
天

　
　
　
水
越
）
六
八
O
m

13

日
　
町
青
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

15

日
　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
評
議
員
会

16

日
　
教
育
委
員
学
校
巡
視

17

日
　
教
育
委
員
会

　
　
　
浦
田
温
泉
開
抗
式

　
　
　
水
田
利
用
（
転
作
）
現
場
確

　
　
　
認
会
議

　
　
　
消
防
関
係
入
札
（
防
火
水
槽
）

　
　
▽
大
荒
戸
、
カ
ン
エ
ツ
興
業

　
　
▽
湯
本
、
大
海
組

　
　
▽
坪
　
野
、
大
武
工
務
店

　
　
▽
田
麦
立
、
飯
塚
建
設

　
　
▽
藤
　
倉
、
小
口
組

19

日
　
部
落
総
代
会
（
水
田
利
用
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團轍最悪を記録

少
年
非
行
の
現
状

低
年
齢
化
が
一
層
進
む

犯罪者の44％を占める

　
少
年
人
口
に
対
す
る
割
合
で
み
ま

す
と
、
千
人
当
り
十
八
・
六
人
が
刑

法
に
触
れ
る
犯
罪
で
補
導
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
て

一
・
五
人
増
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、

成
人
を
含
め
た
刑
法
犯
の
中
で
、
少

年
の
割
合
は
四
四
・
二
％
（
前
年
比

一
・
八
％
増
）
と
、
こ
れ
ま
た
戦
後

最
高
の
悲
し
む
べ
き
数
字
と
な
っ
て

　
デ
ー
タ
①

　
昨
年
（
昭
和
五
十
六
年
）
刑
法

犯
で
検
挙
補
導
さ
れ
た
少
年
は
、

十
八
万
四
千
九
百
二
人
へ
前
年
比

一
万
八
千
八
百
二
十
九
人
一
一
・

三
％
増
）
と
戦
後
最
高
を
記
録
。

　
ヘ
ヘ

　
　
）
）
　
r
＼
　
　
、

　
（
　
一

へ
角
σ

（
＾
）
）

　
ノ（

．
じ
　
　
　
　
、

（
　
（＾

、
9
　
　
　
0

戸
（
　
　
　
　
　
　
げ

8

い
る
こ
と
で
す
。

　
刑
法
犯
少
年
の
年
齢
別
の
推
移
を

み
て
感
じ
る
の
は
、
十
四
歳
、
十
五

歳
、
十
六
歳
は
著
し
い
増
加
傾
向
に

あ
る
の
に
対
し
、
十
七
歳
、
十
八
歳
、

十
九
歳
は
お
お
む
ね
横
ば
い
な
い
し

減
少
傾
向
に
あ
り
、
非
行
の
低
年
齢

化
が
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
非
行
が
多

　
　
デ
ー
タ
②

　
刑
法
犯
少
年
の
年
齢
別
構
成
を

み
る
と
、
十
四
歳
が
全
体
の
二
五
・

六
％
を
占
め
て
最
も
多
く
、
次
い

で
十
五
歳
、
十
六
歳
の
順
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
警
察
庁
調
べ
）

㌧2
0！う

　イ用
ノ

ぜ

い
の
か
、
最
近
の
少
年
非
行
の
特
徴

を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

☆
中
学
生
を
中
心
と
し
た
校
内
暴
力

が
増
え
て
い
る
。

☆
シ
ン
ナ
ー
や
覚
せ
い
剤
な
ど
薬
物

を
乱
用
す
る
少
年
が
増
加
し
て
い
る
。

☆
売
春
や
不
純
な
性
行
為
な
ど
、
性

非
行
で
補
導
さ
れ
る
女
子
少
年
が
増

え
て
い
る
。
　
（
中
・
高
校
生
が
全
体

の
半
数
以
上
を
占
め
る
）

☆
非
行
に
走
る
家
出
少
年
が
急
増
し
、

最
近
で
は
女
子
が
男
子
を
上
回
っ
て

い
る
。

☆
万
引
き
や
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ

盗
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
“
遊
び
型
非
行
”

が
激
増
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、

い
わ
ゆ
る
、
せ
っ
ぱ
詰
ま
っ
た
犯
罪

少年非行の特徴

動機の単純な遊び型非行が増加

で
は
な
く
“
ほ
ん
の
思
い
つ
き
”
や
”
遊

び
型
”
と
も
言
え
る
少
年
非
行
が
増

え
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
警
察
で
は
非
行
少
年
を
で
き
る
だ

け
早
く
発
見
し
、
非
行
の
芽
を
早
い

う
ち
に
つ
み
と
る
た
め
の
補
導
活
動

を
強
化
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
大
切

な
こ
と
は
、
家
庭
や
学
校
、
職
場
、

地
域
社
会
が
お
互
い
に
手
を
取
り
合

っ
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
少
年
を
非
行

か
ら
守
る
努
力
を
す
る
こ
と
で
す
。

家
庭
で
の
注
意
事
項

　
少
年
た
ち
に
と
っ
て
、
非
行
に
走

り
や
す
い
夏
休
み
。
家
庭
で
は
次
の

よ
う
な
点
に
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
o
①
勉
強
や
遊
び
な
ど
の
日
程
表
を
子

供
た
ち
に
作
ら
せ
、
け
じ
め
の
あ
る

生
活
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

②
子
供
が
外
出
す
る
と
き
は
必
ず
行

き
先
を
確
か
め
、
夜
遊
び
は
さ
せ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

③
家
庭
が
楽
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
よ

う
、
少
な
く
と
も
毎
日
一
回
は
家
族

そ
ろ
っ
て
だ
ん
ら
ん
す
る
機
会
を
つ

く
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

④
悪
に
負
け
な
い
勇
気
を
伸
ば
し
、

友
達
か
ら
誘
わ
れ
て
も
断
る
こ
と
が

で
き
る
強
い
意
志
を
育
て
る
よ
う
に

“
し
つ
け
教
育
”
に
重
点
を
お
き
ま

し
よ
う
。
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米国派遣農業研修生募集

明日の農業を担う若者の参加を

7月31日しめきり

　
こ
の
事
業
は
、
y
升
両
国
政
府
の

援
助
と
県
の
協
力
の
も
と
に
、
日
本

の
農
村
青
年
を
ニ
カ
年
間
ア
メ
リ
カ

に
派
遣
し
、
大
学
に
お
け
る
学
習
と

農
場
で
の
実
習
を
い
く
つ
か
組
み
合

せ
た
効
果
的
な
農
業
研
修
を
行
な
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
的
感
党
、
優

れ
た
経
営
能
力
、
た
く
ま
し
い
実
践

力
を
身
に
付
け
て
、
自
家
農
機
経
営

の
改
善
に
勇
敢
に
取
り
組
み
、
地
域

農
業
の
近
代
化
と
組
織
化
の
推
進
力

と
な
る
次
代
の
農
業
の
担
い
手
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▽
年
齢
・
十
九
歳
以
上
二
十
七
歳
末

　
満
の
独
身
男
子

▽
学
歴
・
高
等
学
校
卒
業
者
で
、
現

　
在
農
業
に
従
事
し
て
い
る
者

▽
語
学
・
英
語
の
初
歩
的
素
養
が
あ

　
る
者
（
中
学
一
年
程
度
）

▽
募
集
人
員
・
全
国
二
百
名
、
新
潟

　
県
八
名

▽
専
門
コ
ー
ス

　
一
、
．
酪
農
。
二
、
肉
牛
。
三
、
養

　
豚
。
四
、
養
鶏
。
五
、
果
樹
。
六

　
野
菜
。
七
、
一
般
畑
作
。
八
、
観

　
賞
園
芸
。

▽
選
考
、
県
選
考
と
中
央
選
考

　
（
書
類
審
査
、
作
文
、
体
力
テ
ス

　
ト
、
性
格
テ
ス
ト
、
英
語
筆
記
テ

　
ス
ト
、
面
接
）

▽
出
発
・
選
考
に
合
格
し
た
翌
年
の

　
六
月
下
旬
に
飛
行
機
で
出
発

◎
問
い
合
わ
せ
お
よ
び
申
し
込
み
先

　
県
庁
　
総
務
部
県
民
広
報
課

　
費
〇
二
五
二
（
二
三
）
五
五
二

交
通
安
全

　
　
ス
リ
ー
マ
ン
ス

七
月
一
日
～

　
　
　
　
　
九
月
三
十
日

　
七
月
一
日
か
ら
三
カ
月
間
、
交
通

安
全
対
策
を
推
進
し
町
民
の
交
通
安

全
意
識
高
揚
と
交
通
事
故
防
止
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
交
通
弱
者
の
事

故
防
止
や
無
謀
運
転
防
止
等
を
重
点

と
し
て
、
ス
リ
ー
マ
ン
ス
（
三
カ
月
）

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。D
歩
行
者
、
特
に
子
供
と
老
人
の
交

　
通
事
故
防
止

⑫
自
動
二
輪
車
、
原
動
機
付
自
転
車

　
の
事
故
防
止

團
交
通
三
悪
（
飲
酒
運
転
、
速
度
違

　
反
、
一
時
不
停
止
）
の
一
掃

鰯
青
少
年
の
交
通
事
故
防
止

㈲
暴
走
族
追
放

⑤
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

　
着
用

　
昨
年
一
年
間
に
県
内
で
お
き
た
交

通
事
故
の
う
ち
、
死
亡
し
た
人
は
二

二
八
人
、
け
が
を
し
た
人
は
、
八
、

八
六
二
人
も
お
り
ま
し
た
。

　
事
故
を
起
こ
し
た
り
、
被
害
に
あ

っ
た
家
族
の
悲
惨
さ
は
言
葉
で
は
言

い
表
わ
せ
な
い
程
で
す
。

・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

夏休み・…子供の交通事故をなくそう

講i難㌧魏蕪蜘購1蔚
“一ゐ　　一　㌧　　なで、交通安全について話し合いましょう。

　
　
グ
　
　
　
グ

．
，
．
（
、縫
腎

　
　
駄

6
月
に
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、
5
日
　
浦
田
温
泉
堀
削
契
約
㈱
日
さ

　
　
　
く

　
　
　
町
母
子
福
祉
会
役
員
会

7
日
　
母
子
健
康
相
談
（
八
日
ま
で

　
　
　
五
四
人
）

8
日
　
町
傷
痩
軍
人
会
総
会

、
1
0
日
　
青
少
年
育
成
町
民
会
議

n
日
　
保
育
所
歯
科
検
診
（
一
六
三

　
　
　
人
）

　
　
　
役
場
増
築
工
事
入
札

　
　
▽
大
武
工
務
店
請
負

12

日
　
農
業
共
済
婦
人
講
座
（
九
五
人
）

　
　
　
林
業
関
係
入
札

　
　
▽
カ
ン
エ
ツ
興
業
請
負
、
森
林

　
　
　
総
合
利
用
管
理
施
設

　
　
　
大
厳
寺
に
便
所
二
棟

　
　
▽
高
橋
組
請
負
、
作
業
道
（
天

　
　
　
水
越
）
六
八
O
m
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日
　
町
青
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

15

日
　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
評
議
員
会

16

日
　
教
育
委
員
学
校
巡
視

17

日
　
教
育
委
員
会

　
　
　
浦
田
温
泉
開
抗
式

　
　
　
水
田
利
用
（
転
作
）
現
場
確

　
　
　
認
会
議

　
　
　
消
防
関
係
入
札
（
防
火
水
槽
）

　
　
▽
大
荒
戸
、
カ
ン
エ
ツ
興
業

　
　
▽
湯
本
、
大
海
組

　
　
▽
坪
　
野
、
大
武
工
務
店

　
　
▽
田
麦
立
、
飯
塚
建
設

　
　
▽
藤
　
倉
、
小
口
組

19

日
　
部
落
総
代
会
（
水
田
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良質で豊富な温泉の

自噴を祈願

式堀さく開

工
費

、

八
五
〇
万

　
六
月
十
七
日
浦
田
温
泉
の
開
抗
式

が
、
地
区
協
議
会
と
請
負
者
の
主
催

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
堀
削
工
事
用
の
一
〇
m
の
ヤ
グ
ラ

の
前
で
町
長
、
議
会
議
長
、
関
係
議

員
、
浦
田
各
部
落
の
総
代
な
ど
約
一

〇
〇
人
が
参
列
し
て
開
抗
安
全
祈
願

の
神
事
（
修
祓
の
儀
、
降
神
の
儀
、

祝
詞
奏
上
、
四
方
祓
の
儀
、
玉
串
奏

呈
、
昇
神
の
儀
）
な
ど
が
約
一
時
間

に
渡
っ
て
行
な
わ
れ
、
午
前
十
一
時

四
十
五
分
、
町
長
に
よ
る
ボ
ー
リ
ン

〈
宿
願
か
な
い
喜
こ
ぴ
の
開
抗
式

四
百
メ
ー
ト
ル
の
堀
削

グ
機
械
の
始
動
式
（
ス
イ
ッ
チ
入
れ

式
）
が
挙
行
さ
れ
、
十
二
時
か
ら
浦

田
克
雪
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
良
質

豊
富
な
お
湯
が
自
噴
す
る
こ
と
を
願

い
つ
つ
長
年
の
宿
願
で
あ
っ
た
温
泉

堀
削
の
直
会
が
行
な
わ
れ
た
。

　
昨
年
浦
田
の
自
然
ガ
ン
マ
線
に
よ

る
地
熱
開
発
適
地
調
査
が
農
林
水
産

省
農
業
土
木
試
験
場
水
利
部
水
利
第

二
研
究
室
長
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
工
事
は
松
之
山
温
泉
を
堀
削
し
た

〈
ポ
ー
リ
ン
グ
機
械
に
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
町
長

㈱
日
サ
ク
で
、
工
費
千
八
百
五
〇
万

円
、
六
月
五
日
か
ら
五
十
七
日
間
で

四
〇
〇
m
の
堀
削
を
予
定
し
て
い
ま

す
。　
ヒ
月
八
日
現
在
二
三
四
m
ま
で
堀

削
さ
れ
て
い
ま
す
。

磯
、
、
㌧

　
　
　
　
．
悠
詠
肖
．

　
　
　
　
　
　
　
』
、
．
衰

　
　
　
再
編
対
策
）

　
　
　
土
木
工
事
入
札

　
　
▽
高
橋
組
請
負
、
松
代
松
之
山

　
　
　
線
（
松
口
）
改
良
一
六
〇
m

　
　
▽
飯
塚
建
設
請
負
、
西
之
前
北

　
　
　
浦
田
線
（
西
之
前
）
改
良
、

　
　
　
一
四
〇
m

　
　
▽
大
海
組
請
負
、
上
川
手
橋
架

　
　
　
替
（
上
川
手
）
一
九
・
五
m

　
　
▽
高
橋
組
請
負
、
町
道
災
害
復

　
　
　
旧
（
大
荒
戸
）

　
　
▽
飯
塚
建
設
請
負
、
北
浦
田
走

　
　
　
り
口
線
（
北
浦
田
）
側
溝
修

　
　
　
繕
七
二
m

21

日
　
栄
養
改
善
事
業
（
キ
ッ
チ
ン

　
　
　
カ
i
）

　
　
　
町
体
運
営
委
員
会

23

日
　
議
会
定
例
会

22

日
　
婦
人
健
康
教
室
（
松
里
九
人
）

24

日
　
む
し
歯
予
防
講
演
会
（
浦
田

　
　
　
小
六
〇
人
）

　
　
　
む
し
歯
予
防
と
食
事
の
講
習

　
　
　
会
（
一
六
人
二
五
日
ま
で
）

27

日
　
若
妻
教
室

28

日
　
高
校
献
血
（
一
四
三
人
V

　
　
　
農
業
委
員
米
価
大
会
（
新
潟
市
）

29

日
　
農
業
委
員
会

　
　
　
東
部
陸
上
競
技
大
会
（
松
之

　
　
　
山
小
）

　
　
　
民
生
委
員
協
議
会

30

日
　
町
学
校
保
健
委
員
会

“
カ
ラ
梅
雨
〃
水
を
大
切
に

　
カ
ラ
梅
雨
で
、
夏
に
迎
い
水
道
の

水
不
足
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
か
ら

節
水
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。
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芸術祭文芸作品募集

新潟県教育委員会

新潟日報社，朝日・毎日・読売・サンケイ各新聞社

新潟支局，NHK新潟放送局，B　S　N，N　ST，TN　N

催
　
援

主
　
後

　
昭
和
五
十
七
年
厄
芸
術
祭
文
芸
部

門
と
し
て
、
作
品
発
表
の
場
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
県
民
文
芸
の
振
興

を
図
る
た
め
、
県
教
育
委
員
会
の
主

催
に
よ
り
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
小
説
（
一
般
）
四
百
字
詰
原
稿
用

　
紙
五
十
枚
以
内
。

　
（
高
校
）
二
十
枚
以
内
。

▽
詩
（
一
般
・
高
校
）
四
百
字
詰
原
稿

　
用
紙
四
枚
以
内
で
現
代
詩
と
す
る
。

▽
短
歌
（
一
般
・
高
校
）

　
一
人
新
作
　
五
首

▽
俳
句
（
一
般
⊥
・
同
校
）

　
一
人
新
作
　
五
句

▽
川
柳
（
一
般
・
高
校
）

　
一
人
新
作
　
五
句

▽
課
題
・
一
般
の
部
、
高
校
の
部
と

　
も
自
由
題
。

◎
締
切
・
十
月
九
日
（
土
）

◎
授
賞
作
品
の
発
表
、
十
二
月
中
旬

◎
入
選
作
品
「
県
民
文
芸
」
　
（
第

　
十
五
集
）
に
集
録
し
刊
行
す
る
。

◎
あ
て
先
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

　
　
新
潟
市
一
番
堀
通
町
県
庁
第
二

　
　
分
館
、
新
潟
県
教
育
庁
文
化
行

　
　
政
課
と
し
、
封
筒
表
面
に

「
県
芸
術
祭
文
芸
作
品
応
募
原
稿
」

　
と
朱
記
す
る
。

　
a
O
二
五
二
（
二
三
）
五
五
二

　
　
内
線
三
六
七
五

◎
注
意

OD
楷
書
で
は
っ
き
り
書
く
。

囲
当
用
漢
字
以
外
の
漢
字
や
読
み
に

　
く
い
漢
字
に
は
、
振
り
仮
名
を
つ

　
け
る
。

個
応
募
原
稿
第
一
枚
目
に
次
の
事
項

　
を
記
入
す
る
こ
と
。
応
募
種
目
、

　
一
般
、
高
校
の
区
分
、
郵
便
番
号

　
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
令
、
職

　
業
、
電
話
番
号
。

聴
覚
障
害
者
巡
回
相
談

▽
日
時

　
八
月
三
日
（
火
）
十
時
～
十
二
時

▽
場
所
松
之
山
町
役
場

▽
相
談
内
容

　
一
、
聴
力
相
談
一
般

　
二
、
補
聴
器
の
修
理
、
点
検
、
整
備

　
　
　
補
聴
器
の
正
し
い
扱
い
方

　
　
　
聴
力
検
査

※
な
お
、
補
聴
器
業
者
が
相
談
に
応

　
じ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
身
体
障

　
害
者
手
張
交
付
該
否
判
定
は
で
き

　
ま
せ
ん
し
、
補
聴
器
の
処
方
意
見

　
は
書
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ

　
い
。

　
相
談
希
望
者
は
、
七
月
二
十
五
日

　
ま
で
に
福
祉
係
に
連
絡
下
さ
い
。

清涼飲料水を
　　　　とり過ぎないように！！

　子供達にとって、待ちに待った夏の訪れです。

家族で海や山へ出掛けるなど、楽しい計画を立

てていることと思います。ところで、食生活の

方はいかがですか。暑さのために生活のリズム

が狂いやすく、食生活も乱れがちとなります。

子供さんのいる家庭では、特に注意しましょう。

　暑さで食欲がないと、毎食軽いもので済ませ

たり、食事を抜いたり、アイスタリームやジュ

ースなどをとりすぎてしまう一このような食

生活を続けていると、体の調子が崩れてしまい

ます。

　夏の食事で気をつけたいことは、まず栄養の

バランスです。夏は水分を多く必要とするため、

ややもするとジュースなどの清涼飲料水を多く

とりがちですが、飲みすぎると疲労や食欲不振

を招きます、清涼飲料水よりは牛乳を飲んで水

分を補いましよう。

　また、ビタミン類やタンパク質をとることも

怠ってはなりません。特に肉、魚、豆腐など、

タンパク質に富んだ食品は夏に衰えがちなスタ

ミナの減退を防ぎます。

　三度の食事も、規則正しくとるよう心掛けま

しよう。特に子供の場合は、もともと栄養の摂

取が少ないうえに、消化吸収力が大人に比べて

劣りますので、おやつは…日三回の食事に次ぐ

こ第4の食事妻と考えて、質、量共に気を配りま

しょう。

　夏を健康に過ごすには、3度の食事をきちん

としたり、早寝早起きを励行するなど規則正し

い生活を送ることが大切です。また、朝のラジ

オ体操や水泳など適度な運動を心掛けるととも

に、十分な睡眠をとり、　ミ健康で楽しい夏ミを

過ごしましょう。

7
月
の
行
事
予
定

1
日
　
栄
養
改
善
指
導

　
　
　
国
保
運
営
協
議
会

　
　
　
新
潟
市
の
ス
ー
パ
ー
で
観
光

　
　
　
宣
伝
（
2
日
ま
で
）

54日日6
日

8
日

10上
日旬

n
日

健康づくりO食生活
俺溶ρ溶就轟◆ム◎誉ρ三蛇署諺客◎・

13
日

1814
日　日5382625222119

日日月日日日日日
郡
青
年
大
会
（
町
民
体
育
館
）

献
血
（
松
里
い
こ
い
の
家
）

救
急
法
と
水
泳
指
導
講
習
会

町
社
協
評
議
員
、
国
民
年
金

委
員
会
議

「
お
酒
の
じ
ょ
う
ず
な
飲
み

方
」
講
演
会
（
役
場
）

第
2
回
松
之
山
町
農
業
者
年

金
受
給
者
連
盟
総
会
（
自
然

休
養
村
セ
ン
タ
ー
）

保
育
所
健
康
診
断

乳
幼
児
健
診
（
自
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
）

消
防
一
日
訓
練

夏
期
学
生
合
宿
受
入
開
始

循
環
器
検
診
、
出
稼
検
診
、

（
町
民
体
育
館
）
1
6
日
ま
で

町
校
長
、
教
頭
合
同
会
議

町
母
子
福
祉
会
旅
行

町
消
防
大
会

郡
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

糖
尿
病
検
診
（
役
場
）

松
中
体
育
館
床
張
替
工
事
入
札

胃
が
ん
検
診
（
2
8
日
ま
で
）

上
越
消
防
大
会
（
妙
高
村
）

開
眼
検
診
（
身
体
障
害
者
）

婦
人
検
診
（
6
日
ま
で
）

献
血
（
浦
田
克
雪
セ
ン
タ
i
）
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良質で豊富な温泉の

自噴を祈願

式堀さく開

工
費

、

八
五
〇
万

　
六
月
十
七
日
浦
田
温
泉
の
開
抗
式

が
、
地
区
協
議
会
と
請
負
者
の
主
催

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
堀
削
工
事
用
の
一
〇
m
の
ヤ
グ
ラ

の
前
で
町
長
、
議
会
議
長
、
関
係
議

員
、
浦
田
各
部
落
の
総
代
な
ど
約
一

〇
〇
人
が
参
列
し
て
開
抗
安
全
祈
願

の
神
事
（
修
祓
の
儀
、
降
神
の
儀
、

祝
詞
奏
上
、
四
方
祓
の
儀
、
玉
串
奏

呈
、
昇
神
の
儀
）
な
ど
が
約
一
時
間

に
渡
っ
て
行
な
わ
れ
、
午
前
十
一
時

四
十
五
分
、
町
長
に
よ
る
ボ
ー
リ
ン

〈
宿
願
か
な
い
喜
こ
ぴ
の
開
抗
式

四
百
メ
ー
ト
ル
の
堀
削

グ
機
械
の
始
動
式
（
ス
イ
ッ
チ
入
れ

式
）
が
挙
行
さ
れ
、
十
二
時
か
ら
浦

田
克
雪
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
良
質

豊
富
な
お
湯
が
自
噴
す
る
こ
と
を
願

い
つ
つ
長
年
の
宿
願
で
あ
っ
た
温
泉

堀
削
の
直
会
が
行
な
わ
れ
た
。

　
昨
年
浦
田
の
自
然
ガ
ン
マ
線
に
よ

る
地
熱
開
発
適
地
調
査
が
農
林
水
産

省
農
業
土
木
試
験
場
水
利
部
水
利
第

二
研
究
室
長
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
工
事
は
松
之
山
温
泉
を
堀
削
し
た

〈
ポ
ー
リ
ン
グ
機
械
に
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
町
長

㈱
日
サ
ク
で
、
工
費
千
八
百
五
〇
万

円
、
六
月
五
日
か
ら
五
十
七
日
間
で

四
〇
〇
m
の
堀
削
を
予
定
し
て
い
ま

す
。　
ヒ
月
八
日
現
在
二
三
四
m
ま
で
堀

削
さ
れ
て
い
ま
す
。

磯
、
、
㌧

　
　
　
　
．
悠
詠
肖
．

　
　
　
　
　
　
　
』
、
．
衰

　
　
　
再
編
対
策
）

　
　
　
土
木
工
事
入
札

　
　
▽
高
橋
組
請
負
、
松
代
松
之
山

　
　
　
線
（
松
口
）
改
良
一
六
〇
m

　
　
▽
飯
塚
建
設
請
負
、
西
之
前
北

　
　
　
浦
田
線
（
西
之
前
）
改
良
、

　
　
　
一
四
〇
m

　
　
▽
大
海
組
請
負
、
上
川
手
橋
架

　
　
　
替
（
上
川
手
）
一
九
・
五
m

　
　
▽
高
橋
組
請
負
、
町
道
災
害
復

　
　
　
旧
（
大
荒
戸
）

　
　
▽
飯
塚
建
設
請
負
、
北
浦
田
走

　
　
　
り
口
線
（
北
浦
田
）
側
溝
修

　
　
　
繕
七
二
m

21

日
　
栄
養
改
善
事
業
（
キ
ッ
チ
ン

　
　
　
カ
i
）

　
　
　
町
体
運
営
委
員
会

23

日
　
議
会
定
例
会

22

日
　
婦
人
健
康
教
室
（
松
里
九
人
）

24

日
　
む
し
歯
予
防
講
演
会
（
浦
田

　
　
　
小
六
〇
人
）

　
　
　
む
し
歯
予
防
と
食
事
の
講
習

　
　
　
会
（
一
六
人
二
五
日
ま
で
）

27

日
　
若
妻
教
室

28

日
　
高
校
献
血
（
一
四
三
人
V

　
　
　
農
業
委
員
米
価
大
会
（
新
潟
市
）

29

日
　
農
業
委
員
会

　
　
　
東
部
陸
上
競
技
大
会
（
松
之

　
　
　
山
小
）

　
　
　
民
生
委
員
協
議
会

30

日
　
町
学
校
保
健
委
員
会

“
カ
ラ
梅
雨
〃
水
を
大
切
に

　
カ
ラ
梅
雨
で
、
夏
に
迎
い
水
道
の

水
不
足
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
か
ら

節
水
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。
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芸術祭文芸作品募集

新潟県教育委員会

新潟日報社，朝日・毎日・読売・サンケイ各新聞社

新潟支局，NHK新潟放送局，B　S　N，N　ST，TN　N

催
　
援

主
　
後

　
昭
和
五
十
七
年
厄
芸
術
祭
文
芸
部

門
と
し
て
、
作
品
発
表
の
場
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
県
民
文
芸
の
振
興

を
図
る
た
め
、
県
教
育
委
員
会
の
主

催
に
よ
り
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
小
説
（
一
般
）
四
百
字
詰
原
稿
用

　
紙
五
十
枚
以
内
。

　
（
高
校
）
二
十
枚
以
内
。

▽
詩
（
一
般
・
高
校
）
四
百
字
詰
原
稿

　
用
紙
四
枚
以
内
で
現
代
詩
と
す
る
。

▽
短
歌
（
一
般
・
高
校
）

　
一
人
新
作
　
五
首

▽
俳
句
（
一
般
⊥
・
同
校
）

　
一
人
新
作
　
五
句

▽
川
柳
（
一
般
・
高
校
）

　
一
人
新
作
　
五
句

▽
課
題
・
一
般
の
部
、
高
校
の
部
と

　
も
自
由
題
。

◎
締
切
・
十
月
九
日
（
土
）

◎
授
賞
作
品
の
発
表
、
十
二
月
中
旬

◎
入
選
作
品
「
県
民
文
芸
」
　
（
第

　
十
五
集
）
に
集
録
し
刊
行
す
る
。

◎
あ
て
先
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

　
　
新
潟
市
一
番
堀
通
町
県
庁
第
二

　
　
分
館
、
新
潟
県
教
育
庁
文
化
行

　
　
政
課
と
し
、
封
筒
表
面
に

「
県
芸
術
祭
文
芸
作
品
応
募
原
稿
」

　
と
朱
記
す
る
。

　
a
O
二
五
二
（
二
三
）
五
五
二

　
　
内
線
三
六
七
五

◎
注
意

OD
楷
書
で
は
っ
き
り
書
く
。

囲
当
用
漢
字
以
外
の
漢
字
や
読
み
に

　
く
い
漢
字
に
は
、
振
り
仮
名
を
つ

　
け
る
。

個
応
募
原
稿
第
一
枚
目
に
次
の
事
項

　
を
記
入
す
る
こ
と
。
応
募
種
目
、

　
一
般
、
高
校
の
区
分
、
郵
便
番
号

　
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
令
、
職

　
業
、
電
話
番
号
。

聴
覚
障
害
者
巡
回
相
談

▽
日
時

　
八
月
三
日
（
火
）
十
時
～
十
二
時

▽
場
所
松
之
山
町
役
場

▽
相
談
内
容

　
一
、
聴
力
相
談
一
般

　
二
、
補
聴
器
の
修
理
、
点
検
、
整
備

　
　
　
補
聴
器
の
正
し
い
扱
い
方

　
　
　
聴
力
検
査

※
な
お
、
補
聴
器
業
者
が
相
談
に
応

　
じ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
身
体
障

　
害
者
手
張
交
付
該
否
判
定
は
で
き

　
ま
せ
ん
し
、
補
聴
器
の
処
方
意
見

　
は
書
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ

　
い
。

　
相
談
希
望
者
は
、
七
月
二
十
五
日

　
ま
で
に
福
祉
係
に
連
絡
下
さ
い
。

清涼飲料水を
　　　　とり過ぎないように！！

　子供達にとって、待ちに待った夏の訪れです。

家族で海や山へ出掛けるなど、楽しい計画を立

てていることと思います。ところで、食生活の

方はいかがですか。暑さのために生活のリズム

が狂いやすく、食生活も乱れがちとなります。

子供さんのいる家庭では、特に注意しましょう。

　暑さで食欲がないと、毎食軽いもので済ませ

たり、食事を抜いたり、アイスタリームやジュ

ースなどをとりすぎてしまう一このような食

生活を続けていると、体の調子が崩れてしまい

ます。

　夏の食事で気をつけたいことは、まず栄養の

バランスです。夏は水分を多く必要とするため、

ややもするとジュースなどの清涼飲料水を多く

とりがちですが、飲みすぎると疲労や食欲不振

を招きます、清涼飲料水よりは牛乳を飲んで水

分を補いましよう。

　また、ビタミン類やタンパク質をとることも

怠ってはなりません。特に肉、魚、豆腐など、

タンパク質に富んだ食品は夏に衰えがちなスタ

ミナの減退を防ぎます。

　三度の食事も、規則正しくとるよう心掛けま

しよう。特に子供の場合は、もともと栄養の摂

取が少ないうえに、消化吸収力が大人に比べて

劣りますので、おやつは…日三回の食事に次ぐ

こ第4の食事妻と考えて、質、量共に気を配りま

しょう。

　夏を健康に過ごすには、3度の食事をきちん

としたり、早寝早起きを励行するなど規則正し

い生活を送ることが大切です。また、朝のラジ

オ体操や水泳など適度な運動を心掛けるととも

に、十分な睡眠をとり、　ミ健康で楽しい夏ミを

過ごしましょう。

7
月
の
行
事
予
定

1
日
　
栄
養
改
善
指
導

　
　
　
国
保
運
営
協
議
会

　
　
　
新
潟
市
の
ス
ー
パ
ー
で
観
光

　
　
　
宣
伝
（
2
日
ま
で
）

54日日6
日

8
日

10上
日旬

n
日

健康づくりO食生活
俺溶ρ溶就轟◆ム◎誉ρ三蛇署諺客◎・

13
日

1814
日　日5382625222119

日日月日日日日日
郡
青
年
大
会
（
町
民
体
育
館
）

献
血
（
松
里
い
こ
い
の
家
）

救
急
法
と
水
泳
指
導
講
習
会

町
社
協
評
議
員
、
国
民
年
金

委
員
会
議

「
お
酒
の
じ
ょ
う
ず
な
飲
み

方
」
講
演
会
（
役
場
）

第
2
回
松
之
山
町
農
業
者
年

金
受
給
者
連
盟
総
会
（
自
然

休
養
村
セ
ン
タ
ー
）

保
育
所
健
康
診
断

乳
幼
児
健
診
（
自
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
）

消
防
一
日
訓
練

夏
期
学
生
合
宿
受
入
開
始

循
環
器
検
診
、
出
稼
検
診
、

（
町
民
体
育
館
）
1
6
日
ま
で

町
校
長
、
教
頭
合
同
会
議

町
母
子
福
祉
会
旅
行

町
消
防
大
会

郡
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

糖
尿
病
検
診
（
役
場
）

松
中
体
育
館
床
張
替
工
事
入
札

胃
が
ん
検
診
（
2
8
日
ま
で
）

上
越
消
防
大
会
（
妙
高
村
）

開
眼
検
診
（
身
体
障
害
者
）

婦
人
検
診
（
6
日
ま
で
）

献
血
（
浦
田
克
雪
セ
ン
タ
i
）
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農
彙
霜
年
盒
に
加
入

　
農
業
者
年
金
と
は

　
農
業
者
年
金
は
、
農
家
の
方
々
の

老
後
の
生
活
の
安
定
と
農
業
経
営
の

若
返
り
等
を
目
的
と
し
て
国
の
政
策

に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
農
家
の
方
々

の
た
め
の
年
金
制
度
で
す
。

　
加
入
者
は
老
齢
に
な
っ
て
他
の
農

家
や
自
分
の
後
継
者
に
経
営
移
譲
し

て
農
業
経
営
か
ら
引
退
し
た
と
き
は
、

経
営
移
譲
年
金
が
六
〇
歳
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。
ま
た
経
営
移
譲
し
な
く

て
も
六
五
歳
か
ら
農
業
者
老
齢
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
い
ず
れ
の
年
金
も
、
保
険

料
納
付
済
a
被
保
険
者
期
間
等
が
二

〇
年
以
上
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ

し
ま
し
ょ
う
”

ん
の
で
、
早
め
に
加
入
資
格
を
確
認

し
、
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
当
然
加
入
の
資
格
者

n
　
国
民
年
金
に
加
入

捌
　
自
分
名
義
の
農
地
等
が
五
〇
ア

　
ー
ル
以
上
あ
る
農
業
経
営
主
。

⑥
　
六
〇
歳
に
達
す
る
前
月
ま
で
の

　
加
入
期
間
が
二
〇
年
以
上
と
な
る

　
人
で
す
。

　
当
然
加
入
に
該
当
し
て
い
る
と
き

は
、
該
当
し
た
日
か
ら
被
保
険
者
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
の
で
、
早
急

に
加
入
の
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ

い
。
特
に
、
経
営
移
譲
年
金
を
受
け
て
い

る
父
親
等
か
ら
農
業
経
営
を
譲
り
受

特
別
保
健
指
導
事
業

　
国
保
に
加
入
の
皆
さ
ん
の
中
か

ら
対
象
者
を
選
び
、
保
健
婦
が
個

々
に
訪
門
指
導
い
た
し
ま
す
の
で

ご
協
力
下
さ
い
。

　
国
保
は
今
医
療
費
の
急
増
で
費

用
の
撚
出
に
大
変
苦
労
し
て
い
ま

す
。
日
頃
か
ら
健
康
に
注
意
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
「
自
ら
の
健

康
は
自
か
ら
守
る
」
と
い
う
自
覚

を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
医
療
資
源

の
節
約
を
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

け
た
後
継
者
は
、
直
ち
に
加
入
の
手

続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
任
意
加
入
の
資
格
者

の
　
自
分
名
義
の
農
地
等
だ
、
一
〇
ア

　
ー
ル
以
上
五
〇
ア
ー
ル
未
満
で
あ

　
り
年
間
の
労
働
時
間
が
七
百
時
聞

　
以
上
の
農
業
経
営
主
。

“り

　
農
業
生
産
法
人
の
常
時
従
事
者

　
で
あ
る
構
成
員
で
、
そ
の
法
人
の

　
農
地
等
を
構
成
員
で
均
等
割
し
た

　
も
の
と
自
分
名
義
の
農
地
等
を
合

　
算
し
て
五
〇
ア
ー
ル
以
上
の
人
。

㈲
　
自
分
名
義
の
農
地
等
が
五
〇
ア

　
ー
ル
以
上
の
農
業
経
営
主
の
子
や

　
孫
の
う
ち
、
そ
の
経
営
主
か
ら
農

　
業
後
継
者
と
し
て
指
定
さ
れ
た
一

　
人
の
者
で
あ
っ
て
、
引
き
続
き
三

　
年
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人
。

　
加
入
期
間
は
十
分
に

　
農
業
者
年
金
の
経
営
移
譲
年
金
や

農
業
者
老
齢
年
金
は
、
保
険
料
納
付

済
期
間
等
が
二
〇
年
あ
れ
ば
受
給
で

き
る
の
で
四
〇
歳
近
く
に
届
出
し
て

保
険
料
を
納
付
す
れ
ば
充
分
と
考
え

て
お
ら
れ
る
人
が
い
る
よ
う
で
す
が
、

ぎ
り
ぎ
り
で
加
入
し
ま
す
と
あ
と
で

厚
生
年
金
等
に
加
入
す
る
な
ど
に
よ

り
被
保
険
者
資
格
を
喪
失
し
た
り
、

又
は
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に

よ
り
期
間
不
足
を
生
じ
た
場
合
は
年

金
の
受
給
資
格
を
失
う
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
余
裕
を
も
っ
て
早
め

に
届
出
を
し
、
安
全
に
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
早
く
加
入
す
る
ほ
ど
有
利
で
す

　
年
金
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
月

数
に
応
じ
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
長
期
間
納
付
す
る
程
多
額

の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
早

く
加
人
す
る
ほ
ど
有
利
で
す
。

　
ま
た
．
．
．
κ
歳
以
ド
の
後
継
者
で
↓

定
の
、
要
件
を
備
え
て
い
る
人
は
、
保
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国
保
被
保
険
者
一
人
当
り
の
医

療
費
が
県
の
平
均
よ
り
著
し
く
高

い
町
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
五
十
六
年
度
の
町
国
保
の
医
療

費
が
非
常
に
高
か
っ
た
た
め
に
、

県
の
指
導
で
実
施
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
。

～

〔例〕57年4月現在の年金額等

険
料
が
．
、
一
割
ほ
ど
安
く
な
る
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
若
い
後
継
者
は
是

非
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
任
意
加
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　
し
っ
か
り
し
た
年
金
制
度
で
す

　
農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
年
金
幕

金
で
運
営
は
し
て
い
ま
す
が
、
法
律

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
国
の
監
督
の
下

に
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
安

心
し
て
加
入
で
き
ま
す
。
加
入
資
格

や
加
入
手
続
き
等
の
詳
し
い
こ
と
は
、

気
軽
に
お
近
く
の
農
業
委
員
会
や
農

協
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

保険料

納付済

期　間

保険料納付総額

〔）内は特定保険料

納付のとき

年　　金　　額（一年間の支給額）

経　営　移　譲　年　金 農業者老齢年金

60歳～64歳のとき 65歳以降 （65歳以降）

20年
（40歳から加入）

1，560，000円 858，000円 85，900円 214，800円

25年
（35歳から加人）

1，962，000円 1，072，500円 107，400円 268，500円

30年
（30歳から加入）

2，364，000円
（2，262，600円）「

1，287，000円 128，900円 322，200円

35年

（25歳から加入）

2，766，000円
（2，549，400円）

1，501，500円 150，400円 375，900円

・40年

（20歳から加入）

3，168，000円
（2，836，200円）

1，716，000円 171，800円 429，600円

【1111”II”””1”IIlll”””1”1”“”IIII”III””””lllll”lllll””””””””ll”“IIII”ll””1“li”1””IIII””1”lll”1”””II”“””II”””lml”“広報まつのやまN“771”II““”””

国民年金と厚生年金の両方に

保険料を払ってきましたが

　
大
学
卒
業
後
　
』
民
年
金
に
加
入
し
て
、
実
家
の
商
売
を
手
伝
っ
て
き

ま
し
た
が
、
三
年
前
に
商
事
会
社
に
就
職
し
て
厚
生
年
金
保
険
に
も
加
入
、

今
日
ま
で
両
方
の
保
険
料
を
納
め
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
知
人

か
ら
異
な
る
年
金
へ
の
重
復
加
入
は
で
き
な
い
は
ず
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

本
当
で
し
ょ
う
か
。

重
複
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
早
急
に
役
場
へ
届
け
出
を
！

　
国
民
年
金
の
被
保
険
者
（
加
入
者
）

に
な
る
資
格
は
、
国
民
年
金
法
と
い

う
法
律
で
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
　
「
日
本
国
内
に
住
所
を
有

す
る
二
十
歳
以
上
六
十
歳
末
満
の
日

本
国
民
は
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者

と
す
る
」

　
た
だ
し
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
、

共
済
組
合
な
ど
の
公
的
年
金
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
年
金
制

度
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
に
な
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
、
お
問
い
合
わ
せ
の

場
合
も
、
現
在
は
国
民
年
金
に
加
入

　麹肥ロ

□E］

す
る
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
早

急
に
役
場
へ
そ
の
旨
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

　
被
保
険
者
の
資
格
は
、
こ
う
し
た

場
合
の
ほ
か
、
死
亡
し
た
と
き
、
六

十
歳
に
な
っ
た
と
き
な
ど
に
も
失
わ

れ
ま
す
の
で
、
役
場
に
届
け
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
あ
な
た
が
重
復
納
付
し
た

国
民
年
金
の
保
険
料
は
役
場
に
還
付

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
還

付
を
受
け
る
権
利
が
発
生
し
て
か
ら

二
年
を
経
過
す
る
と
失
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
か
ら
、
早
め
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

フ

隠、

継
想

　
国
民
年
金
は
、
資
格
が
あ
る
者
が

当
然
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

制
度
で
す
か
ら
、
先
に
挙
げ
た
よ
う

な
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る

人
や
既
に
年
金
を
受
け
る
資
格
を
持

っ
て
い
る
人
と
そ
の
配
属
者
、
昼
間

部
の
学
生
な
ど
を
除
く
満
二
十
歳
以

上
六
十
歳
末
満
の
人
は
、
必
ず
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
当
然
加

入
被
保
険
者
）
。

　
た
だ
し
、
ほ
か
の
年
金
制
度
か
ら

給
付
を
受
け
ら
れ
る
人
や
他
の
公
的

年
金
に
加
入
し
て
い
る
配
偶
者
な
ど

当
然
加
入
の
対
象
に
な
ら
な
い
人
で

も
希
望
す
れ
ば
被
保
険
者
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
任
意
加
入
被
保
険

者
）

陸
雛
靴
］

♪
4
、
」

　
国
民
年
金
に
加
入
す
る
場
合
は
、

役
場
に
届
け
出
て
手
続
き
を
行
い
、

国
民
年
金
手
張
を
受
け
取
っ
て
下
さ

い
。
　
被
保
険
者
は
、
決
め
ら
れ
た
額
の

保
険
料
を
納
め
る
義
務
が
あ
り
ま
す

が
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
た
り
、

所
得
が
な
い
と
き
は
、
納
付
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

《
八
種
類
の
給
付
》

　
給
付
さ
れ
る
年
金
に
は
、
老
齢
年

金
、
通
算
老
齢
年
金
、
障
害
年
金
、

母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年

金
、
寡
婦
年
金
、
死
亡
一
時
金
の
八

種
類
が
あ
り
ま
す
。
給
付
額
は
、
保

険
料
の
納
付
期
間
な
ど
に
応
じ
て
計

算
さ
れ
ま
す
が
、
給
付
を
受
け
る
た

め
の
条
件
や
給
付
の
始
ま
る
時
期
な

ど
は
、
種
類
に
よ
っ
て
多
少
異
な
り

ま
す
。《

福
祉
年
金
》

　
以
上
ご
紹
介
し
た
の
は
加
入
者
が

納
め
た
保
険
料
と
国
庫
負
担
な
ど
で

給
付
が
ま
か
な
わ
れ
る
拠
出
性
年
金

で
す
が
、
国
民
年
金
に
は
も
う
一
つ
、

給
付
の
全
額
を
国
で
負
担
す
る
福
祉

年
金
（
無
拠
出
年
金
）
が
あ
り
ま

す
。　
こ
れ
は
国
民
年
金
へ
の
加
入
期
間

が
規
い
た
め
に
支
給
が
受
け
ら
れ
な

い
人
や
、
国
民
年
金
制
度
が
発
足
（

昭
和
．
．
一
テ
四
年
レ
一
月
一
日
）
し
た

と
き
に
、
既
に
老
齢
、
身
体
障
害
者

あ
る
い
は
母
子
世
帯
で
あ
っ
た
人
に

年
金
を
支
給
し
て
生
活
の
安
定
を
図

る
制
度
で
す
。

　
福
祉
年
金
は
、
全
額
国
の
費
用
で

支
払
わ
れ
ま
す
の
で
、
本
人
お
よ
び

扶
養
義
務
者
の
所
得
が
一
定
以
h
あ

る
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
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農
彙
霜
年
盒
に
加
入

　
農
業
者
年
金
と
は

　
農
業
者
年
金
は
、
農
家
の
方
々
の

老
後
の
生
活
の
安
定
と
農
業
経
営
の

若
返
り
等
を
目
的
と
し
て
国
の
政
策

に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
農
家
の
方
々

の
た
め
の
年
金
制
度
で
す
。

　
加
入
者
は
老
齢
に
な
っ
て
他
の
農

家
や
自
分
の
後
継
者
に
経
営
移
譲
し

て
農
業
経
営
か
ら
引
退
し
た
と
き
は
、

経
営
移
譲
年
金
が
六
〇
歳
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。
ま
た
経
営
移
譲
し
な
く

て
も
六
五
歳
か
ら
農
業
者
老
齢
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
い
ず
れ
の
年
金
も
、
保
険

料
納
付
済
a
被
保
険
者
期
間
等
が
二

〇
年
以
上
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ

し
ま
し
ょ
う
”

ん
の
で
、
早
め
に
加
入
資
格
を
確
認

し
、
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
当
然
加
入
の
資
格
者

n
　
国
民
年
金
に
加
入

捌
　
自
分
名
義
の
農
地
等
が
五
〇
ア

　
ー
ル
以
上
あ
る
農
業
経
営
主
。

⑥
　
六
〇
歳
に
達
す
る
前
月
ま
で
の

　
加
入
期
間
が
二
〇
年
以
上
と
な
る

　
人
で
す
。

　
当
然
加
入
に
該
当
し
て
い
る
と
き

は
、
該
当
し
た
日
か
ら
被
保
険
者
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
の
で
、
早
急

に
加
入
の
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ

い
。
特
に
、
経
営
移
譲
年
金
を
受
け
て
い

る
父
親
等
か
ら
農
業
経
営
を
譲
り
受

特
別
保
健
指
導
事
業

　
国
保
に
加
入
の
皆
さ
ん
の
中
か

ら
対
象
者
を
選
び
、
保
健
婦
が
個

々
に
訪
門
指
導
い
た
し
ま
す
の
で

ご
協
力
下
さ
い
。

　
国
保
は
今
医
療
費
の
急
増
で
費

用
の
撚
出
に
大
変
苦
労
し
て
い
ま

す
。
日
頃
か
ら
健
康
に
注
意
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
「
自
ら
の
健

康
は
自
か
ら
守
る
」
と
い
う
自
覚

を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
医
療
資
源

の
節
約
を
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

け
た
後
継
者
は
、
直
ち
に
加
入
の
手

続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
任
意
加
入
の
資
格
者

の
　
自
分
名
義
の
農
地
等
だ
、
一
〇
ア

　
ー
ル
以
上
五
〇
ア
ー
ル
未
満
で
あ

　
り
年
間
の
労
働
時
間
が
七
百
時
聞

　
以
上
の
農
業
経
営
主
。

“り

　
農
業
生
産
法
人
の
常
時
従
事
者

　
で
あ
る
構
成
員
で
、
そ
の
法
人
の

　
農
地
等
を
構
成
員
で
均
等
割
し
た

　
も
の
と
自
分
名
義
の
農
地
等
を
合

　
算
し
て
五
〇
ア
ー
ル
以
上
の
人
。

㈲
　
自
分
名
義
の
農
地
等
が
五
〇
ア

　
ー
ル
以
上
の
農
業
経
営
主
の
子
や

　
孫
の
う
ち
、
そ
の
経
営
主
か
ら
農

　
業
後
継
者
と
し
て
指
定
さ
れ
た
一

　
人
の
者
で
あ
っ
て
、
引
き
続
き
三

　
年
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人
。

　
加
入
期
間
は
十
分
に

　
農
業
者
年
金
の
経
営
移
譲
年
金
や

農
業
者
老
齢
年
金
は
、
保
険
料
納
付

済
期
間
等
が
二
〇
年
あ
れ
ば
受
給
で

き
る
の
で
四
〇
歳
近
く
に
届
出
し
て

保
険
料
を
納
付
す
れ
ば
充
分
と
考
え

て
お
ら
れ
る
人
が
い
る
よ
う
で
す
が
、

ぎ
り
ぎ
り
で
加
入
し
ま
す
と
あ
と
で

厚
生
年
金
等
に
加
入
す
る
な
ど
に
よ

り
被
保
険
者
資
格
を
喪
失
し
た
り
、

又
は
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に

よ
り
期
間
不
足
を
生
じ
た
場
合
は
年

金
の
受
給
資
格
を
失
う
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
余
裕
を
も
っ
て
早
め

に
届
出
を
し
、
安
全
に
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
早
く
加
入
す
る
ほ
ど
有
利
で
す

　
年
金
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
月

数
に
応
じ
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
長
期
間
納
付
す
る
程
多
額

の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
早

く
加
人
す
る
ほ
ど
有
利
で
す
。

　
ま
た
．
．
．
κ
歳
以
ド
の
後
継
者
で
↓

定
の
、
要
件
を
備
え
て
い
る
人
は
、
保
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国
保
被
保
険
者
一
人
当
り
の
医

療
費
が
県
の
平
均
よ
り
著
し
く
高

い
町
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
五
十
六
年
度
の
町
国
保
の
医
療

費
が
非
常
に
高
か
っ
た
た
め
に
、

県
の
指
導
で
実
施
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
。

～

〔例〕57年4月現在の年金額等

険
料
が
．
、
一
割
ほ
ど
安
く
な
る
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
若
い
後
継
者
は
是

非
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
任
意
加
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　
し
っ
か
り
し
た
年
金
制
度
で
す

　
農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
年
金
幕

金
で
運
営
は
し
て
い
ま
す
が
、
法
律

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
国
の
監
督
の
下

に
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
安

心
し
て
加
入
で
き
ま
す
。
加
入
資
格

や
加
入
手
続
き
等
の
詳
し
い
こ
と
は
、

気
軽
に
お
近
く
の
農
業
委
員
会
や
農

協
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

保険料

納付済

期　間

保険料納付総額

〔）内は特定保険料

納付のとき

年　　金　　額（一年間の支給額）

経　営　移　譲　年　金 農業者老齢年金

60歳～64歳のとき 65歳以降 （65歳以降）

20年
（40歳から加入）

1，560，000円 858，000円 85，900円 214，800円

25年
（35歳から加人）

1，962，000円 1，072，500円 107，400円 268，500円

30年
（30歳から加入）

2，364，000円
（2，262，600円）「

1，287，000円 128，900円 322，200円

35年

（25歳から加入）

2，766，000円
（2，549，400円）

1，501，500円 150，400円 375，900円

・40年

（20歳から加入）

3，168，000円
（2，836，200円）

1，716，000円 171，800円 429，600円
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国民年金と厚生年金の両方に

保険料を払ってきましたが

　
大
学
卒
業
後
　
』
民
年
金
に
加
入
し
て
、
実
家
の
商
売
を
手
伝
っ
て
き

ま
し
た
が
、
三
年
前
に
商
事
会
社
に
就
職
し
て
厚
生
年
金
保
険
に
も
加
入
、

今
日
ま
で
両
方
の
保
険
料
を
納
め
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
知
人

か
ら
異
な
る
年
金
へ
の
重
復
加
入
は
で
き
な
い
は
ず
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

本
当
で
し
ょ
う
か
。

重
複
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
早
急
に
役
場
へ
届
け
出
を
！

　
国
民
年
金
の
被
保
険
者
（
加
入
者
）

に
な
る
資
格
は
、
国
民
年
金
法
と
い

う
法
律
で
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
　
「
日
本
国
内
に
住
所
を
有

す
る
二
十
歳
以
上
六
十
歳
末
満
の
日

本
国
民
は
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者

と
す
る
」

　
た
だ
し
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
、

共
済
組
合
な
ど
の
公
的
年
金
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
年
金
制

度
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
に
な
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
、
お
問
い
合
わ
せ
の

場
合
も
、
現
在
は
国
民
年
金
に
加
入

　麹肥ロ

□E］

す
る
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
早

急
に
役
場
へ
そ
の
旨
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

　
被
保
険
者
の
資
格
は
、
こ
う
し
た

場
合
の
ほ
か
、
死
亡
し
た
と
き
、
六

十
歳
に
な
っ
た
と
き
な
ど
に
も
失
わ

れ
ま
す
の
で
、
役
場
に
届
け
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
あ
な
た
が
重
復
納
付
し
た

国
民
年
金
の
保
険
料
は
役
場
に
還
付

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
還

付
を
受
け
る
権
利
が
発
生
し
て
か
ら

二
年
を
経
過
す
る
と
失
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
か
ら
、
早
め
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

フ

隠、

継
想

　
国
民
年
金
は
、
資
格
が
あ
る
者
が

当
然
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

制
度
で
す
か
ら
、
先
に
挙
げ
た
よ
う

な
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る

人
や
既
に
年
金
を
受
け
る
資
格
を
持

っ
て
い
る
人
と
そ
の
配
属
者
、
昼
間

部
の
学
生
な
ど
を
除
く
満
二
十
歳
以

上
六
十
歳
末
満
の
人
は
、
必
ず
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
当
然
加

入
被
保
険
者
）
。

　
た
だ
し
、
ほ
か
の
年
金
制
度
か
ら

給
付
を
受
け
ら
れ
る
人
や
他
の
公
的

年
金
に
加
入
し
て
い
る
配
偶
者
な
ど

当
然
加
入
の
対
象
に
な
ら
な
い
人
で

も
希
望
す
れ
ば
被
保
険
者
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
任
意
加
入
被
保
険

者
）

陸
雛
靴
］

♪
4
、
」

　
国
民
年
金
に
加
入
す
る
場
合
は
、

役
場
に
届
け
出
て
手
続
き
を
行
い
、

国
民
年
金
手
張
を
受
け
取
っ
て
下
さ

い
。
　
被
保
険
者
は
、
決
め
ら
れ
た
額
の

保
険
料
を
納
め
る
義
務
が
あ
り
ま
す

が
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
た
り
、

所
得
が
な
い
と
き
は
、
納
付
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

《
八
種
類
の
給
付
》

　
給
付
さ
れ
る
年
金
に
は
、
老
齢
年

金
、
通
算
老
齢
年
金
、
障
害
年
金
、

母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年

金
、
寡
婦
年
金
、
死
亡
一
時
金
の
八

種
類
が
あ
り
ま
す
。
給
付
額
は
、
保

険
料
の
納
付
期
間
な
ど
に
応
じ
て
計

算
さ
れ
ま
す
が
、
給
付
を
受
け
る
た

め
の
条
件
や
給
付
の
始
ま
る
時
期
な

ど
は
、
種
類
に
よ
っ
て
多
少
異
な
り

ま
す
。《

福
祉
年
金
》

　
以
上
ご
紹
介
し
た
の
は
加
入
者
が

納
め
た
保
険
料
と
国
庫
負
担
な
ど
で

給
付
が
ま
か
な
わ
れ
る
拠
出
性
年
金

で
す
が
、
国
民
年
金
に
は
も
う
一
つ
、

給
付
の
全
額
を
国
で
負
担
す
る
福
祉

年
金
（
無
拠
出
年
金
）
が
あ
り
ま

す
。　
こ
れ
は
国
民
年
金
へ
の
加
入
期
間

が
規
い
た
め
に
支
給
が
受
け
ら
れ
な

い
人
や
、
国
民
年
金
制
度
が
発
足
（

昭
和
．
．
一
テ
四
年
レ
一
月
一
日
）
し
た

と
き
に
、
既
に
老
齢
、
身
体
障
害
者

あ
る
い
は
母
子
世
帯
で
あ
っ
た
人
に

年
金
を
支
給
し
て
生
活
の
安
定
を
図

る
制
度
で
す
。

　
福
祉
年
金
は
、
全
額
国
の
費
用
で

支
払
わ
れ
ま
す
の
で
、
本
人
お
よ
び

扶
養
義
務
者
の
所
得
が
一
定
以
h
あ

る
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。



i
ゆ
ト
N
i

【12】

毎
月
2
3
日
は
ふ
み
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
紙
で
心
の
交
流
を

　
手
紙
を
書
く
こ
と
を
通
じ
て
、
心

と
心
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
い
た
だ

き
、
同
時
に
手
紙
文
化
、
文
字
文
化

の
見
直
し
の
気
運
を
盛
り
上
げ
る
一

助
に
も
な
れ
ば
と
い
う
趣
旨
で
、
郵

政
省
で
は
毎
月
二
十
三
日
を
「
ふ
み

の
日
」
と
し
、
手
紙
を
書
く
運
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
電
話
の
普
及
な
ど
に
よ
り

手
紙
を
書
く
人
が
減
少
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
「
ふ
み
の
日
」

を
契
機
と
し
て
、
も
の
ご
と
を
深
く

考
え
、
的
確
に
表
現
す
る
と
い
う
一

つ
の
機
会
を
培
う
た
め
、
生
活
の
中

に
も
の
を
書
く
習
慣
を
取
り
戻
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
七
月
二
十
三
日
（
ふ
み
月

ふ
み
の
日
）
に
は
、
　
「
妖
精
と
手
紙

（
六
十
円
）
」
と
「
か
も
め
と
手
紙

四
十
円
）
」
の
切
手
二
種
類
を
発
売

い
た
し
ま
す
。
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絵
入
り
ハ
ガ
キ
で
夏
だ
よ
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暑
中
見
舞
は
が
き
発
売
中

　
い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
の
到
来
！

　
知
人
や
友
人
な
ど
か
ら
、
涼
風
感

あ
ふ
れ
る
“
夏
だ
よ
り
”
を
い
た
だ

く
の
は
大
変
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

郵
便
局
で
は
、
切
手
に
相
当
す
る
部

分
が
「
す
い
か
」
、
文
を
書
く
方
に

「
せ
み
」
と
「
も
み
じ
あ
お
い
」
を

ヵ
ラ
i
印
刷
し
た
二
種
類
の
暑
中
見

舞
ハ
ガ
キ
を
発
売
し
て
い
ま
す
。

　
絵
入
り
ハ
ガ
キ
に
、
ご
家
族
の
近

況
を
添
え
て
夏
だ
よ
り
を
出
し
ま
し

よ
う
o

　
馨
〆鱗

、

㌔

｝
濠舵
〆
瀞

竃
｛
審

　
　
ン

　
　
コ

　
　
文

省
作
政
紙ll鷺コ．
「

7月20日しめきり

　
日
常
生
活
の
中
で
、
だ
れ
で
も
書

く
手
紙
。
こ
の
手
紙
の
形
式
を
か
り

て
児
童
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
作
文

能
力
を
向
上
さ
せ
、
併
せ
て
豊
か
な

情
操
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と

を
願
っ
て
、
郵
政
省
で
は
、
　
「
手
紙

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
応
募
資
格
は
、
小
・
中
学
生
の
方

で
、
締
切
り
は
七
月
二
十
日
（
必
着
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
お
近
く
の
郵
便

局
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

お早くミお年玉賞品ミ引換え

　　　一7月19日まで一
　お年玉つき年賀ハガキの、お年玉賞品引換期間は、7月19日ま

でです。

　賞品を引換えておられない方は、お早めに引換えてください。

等級 お　　年　　玉 　　組
一

番　　　　　号

A　　組

　　　十
086492

ス7’レオ　ラ　ジ　オ
1339331等 カセッ　トテープ A・B組 811218

レ　コ　　ー　　ダ　ー 共　　通
815630

2等 折　り　た　たみ式
自　　　転　　　車

A　　組

A・B組

下5けた　30952
下5けた

共　　通 89745
手紙セット（便せん・封 A・B組 下3けた　下3けた

3等 筒・グリーティングカ
ードのセット）

共　　通 229　　　482

4等 お年玉切手シート A・B組
共　　通

下2けた下2けた下2けた

　23　　43　　95

戸
籍
の
明
暗

　
　
　
　
　
　
六
月

■
新
婚
さ
ん

　
　
上
田
留
作
（
十
日
町
市
・
中
条
甲
）

　
　
佐
藤
美
津
子
（
曽
根
・
日
影
）

■
う
ぶ
声

　
久
保
田
　
忍
（
藤
原
・
勇
の
長
女
）

　
福
原
高
志
（
天
水
越
・
滋
の
長
男
）

■
お
く
や
み

　
樋
口
長
一
㈱
（
中
尾
・
場
丁
）

　
佐
藤
要
蔵
㈹
（
上
之
山
・
要
蔵
）

　
高
橋
喜
市
郎
㈹
（
天
水
島
・
山
根
）

　
小
野
塚
栄
作
㈹
（
東
川
・
加
満
田
や
）

　
志
賀
シ
ン
偽
（
松
口
・
松
葉
屋
）

圃
の
患
者
輸
送

■
浦
田
地
区

　
▽
木
曜
日
、
浦
田
出
張
日

　
　
1
日
、
1
5
日
、
2
9
日

　
▽
月
曜
日
、
松
之
山
診
療
所

　
　
5
日
、
1
9
日

■
東
川
村
区

　
▽
木
曜
日
、
東
川
出
張
日

　
　
8
日
、
2
2
日

　
▽
月
曜
日
、
松
之
山
診
療
所

　
　
12
日
、
2
6
日

■
三
省
地
区
　
▽
水
曜
日

　
　
7
日
、
2
1
日
、
2
8
日

■
松
ロ
地
区
　
▽
金
曜
日

　
　
2
日
、
9
日
、
1
6
日
、
2
3
日
、

　
　
3
0
日
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水の日・水の週間
　▼甲一　▼，”▼軸一用－　　　8月1日～7日

水資源の有限性、水の貴重さおよび水資源開発の重要性に対する関心を高め、理解を深め

水資源の有効利用を図るものとして昭和52年5月31日に8月1日を「水の日」、この日を初

日とする1週間を「水の週間」とすることが定められました。

□発行　新潟県　松之山町　□編集　議会事務局世帯1，371戸女。2，511人男2，386人

8月1日現在
人II4．897人


